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は 

じ 

め 

に

一
　
先
行
研
究
の
整
理
と
問
題
点

　
古
代
に
お
い
て
、
人
々
が
自
分
の
生
活
し
て
い
る
場
所
や
そ
の
周
辺
の
空

間
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
、
歴
史
史
料
の
み
か
ら
は
判
断
で
き

な
い
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
文
学
作
品
で
あ
る
『
万

葉
集
』
か
ら
探
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、『
万
葉
集
』
に
は

「
み
や
こ
」
や
「
ひ
な
」
と
い
っ
た
空
間
を
表
現
す
る
語
彙
が
し
ば
し
ば
現

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
『
万
葉
集
』
を
素
材
と
し
て
、
人
々
が
空
間
を
い
か
に
把
握
・

利
用
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
日
本
文
学
と
日
本
史
学
の
双
方
か
ら
研
究
が

行
わ
れ
て
き
た
。
薗
田
香
融
氏
は
、
大
伴
氏
の
竹
田
庄
や
跡
見
庄
に
着
目
し

て
、
貴
族
た
ち
が
都
城
の
中
の
住
居
と
は
別
に
「
ゐ
な
か
」
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
、
大
宮
人
の
両
貫
性
を
明
ら
か
に
し
た（

（
（

。
中
西
進
氏
は
様
々

な
視
点
か
ら
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
み
や
こ
」
と
「
ひ
な
」
を
考
察
し
、

「
み
や
こ
」
と
「
ひ
な
」
と
の
間
の
交
通
に
よ
る
文
学
の
交
流
や
、「
夷
」
と

い
う
用
字
に
み
ら
れ
る
、「
ひ
な
」
へ
の
化
外
の
国
と
し
て
の
中
央
官
人
た

ち
の
意
識
な
ど
を
指
摘
し
た（

（
（

。
吉
川
貫
一
氏
は
、『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た

都
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
、
地
方
で
詠
ま
れ
た
歌
を
一
過
性
の

旅
に
お
け
る
も
の
と
、
一
定
の
地
に
一
時
期
滞
在
し
て
の
も
の
の
二
つ
に
分

類
し
た（

（
（

。
大
津
透
氏
は
改
新
の
詔
で
定
め
ら
れ
た
畿
内
の
境
を
詠
ん
だ
歌
が

多
い
こ
と
に
着
目
し
て
、
畿
内
の
外
が
す
な
わ
ち
「
ひ
な
」
で
あ
る
と
し
た（

（
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
空
間
に
関
し
て
は
様
々
な
視
点

『
万
葉
集
』
に
み
る
「
み
や
こ
」
と
「
ひ
な
」
へ
の
意
識
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か
ら
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
『
万
葉
集
』
の

テ
キ
ス
ト
の
み
か
ら
当
時
の
意
識
を
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
傾
向
が
強
い

上
に
、
吉
川
氏
の
研
究
を
除
い
て
、
歌
の
時
代
背
景
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
歌
が
詠
ま
れ
た
背
景
に
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
が
大
き
く
関
係

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
は
百
年
以
上

も
幅
が
あ
り
、
そ
の
間
に
都
城
の
成
立
や
律
令
の
制
定
な
ど
、
大
き
な
画
期

が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
史
料
の
一
つ
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
ま
た
『
万
葉
集
』
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
旅
の
場
面
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く

現
れ
る
。
そ
う
し
た
歌
を
理
解
す
る
た
め
に
は
地
理
の
把
握
も
不
可
欠
で
あ

る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
は
残
念
な
が
ら
地
理
的
な
観
点
に
は
乏
し
か
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
各
時
代
の
「
み
や
こ
」
と
歌
の
中
の
「
み
や
こ
」
の
語

が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
「
ひ
な
」

の
語
に
着
目
し
、「
ひ
な
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
契
機
や
、「
み
や
こ
」
と
の

関
わ
り
を
考
察
す
る
。
テ
キ
ス
ト
上
の
「
み
や
こ
」・「
ひ
な
」
論
に
留
ま
ら

ず
、
各
都
城
や
個
別
の
歌
人
の
地
方
作
歌
の
時
代
背
景
や
地
理
的
状
況
を
考

慮
に
入
れ
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
空
間
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た

の
か
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　「
み
や
こ
」
と
「
ひ
な
」
が
現
れ
る
場
面

　
ま
ず
『
万
葉
集
』
中
、「
み
や
こ
」
や
「
ひ
な
」、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す

る
場
所
が
意
識
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ

れ
を
意
識
す
る
主
体
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。『
万
葉
集
』
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、

場
面
に
つ
い
て
は
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
一
つ
目
は
行
幸
で
あ
る
。「
み
や
こ
」
か
ら
も
近
い
吉
野
を
は
じ
め
と
し

て
、
様
々
な
行
幸
先
で
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

吾
妹
子
乎 

去
来
見
乃
山
乎 

高
三
香
裳 

日
本
能
不
所
見 

国
遠
見
可
聞

（
我
妹
子
を
い
ざ
み
の
山
を
高
み
か
も
や
ま
と
の
見
え
ぬ
国
遠
み
か
も
　
巻

一
・
四
四 

石
上
麻
呂
）

　
二
つ
目
は
国
司
な
ど
の
地
方
官
と
し
て
の
地
方
赴
任
で
あ
る
。
律
令
制
に

よ
っ
て
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国
司
に
よ
る
地
方
行
政
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
主
な
赴
任
地
と
し
て
は
、
巻
五
に
見
ら
れ
る
山
上
憶
良
の
筑
前

国
（
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
頃
～
天
平
四
年
（
七
三
二
）
頃
）、
巻
三
・
五
に
見

ら
れ
る
大
伴
旅
人
の
大
宰
府
（
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
も
し
く
は
同
五
年
～
天

平
二
年
（
七
三
〇
））、
巻
十
七
に
見
ら
れ
る
大
伴
家
持
の
越
中
国
（
天
平
十
八

年
（
七
四
六
）
～
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
））、
巻
二
十
に
見
ら
れ
る
同
じ
く

大
伴
家
持
の
因
幡
国
（
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
七
）
～
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
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阿
我
農
斯
能 

美
多
麻
多
麻
比
弖 

波
流
佐
良
婆 

奈
良
能
美
夜
故
尓 

咩

佐
宜
多
麻
波
祢

（
我
が
主
の
み
霊
賜
ひ
て
春
さ
ら
ば
な
ら
の
み
や
こ
に
召め

上さ

げ
た
ま
は
ね
　

巻
五
・
八
八
二 
山
上
億
良
）

吾
盛 

復
将
変
八
方 
殆 
寧
楽
京
乎 

不
見
歟
将
成

（
わ
が
盛
り
ま
た
を
ち
め
や
も
ほ
と
ほ
と
に
な
ら
の
み
や
こ
を
見
ず
か
な
り

な
む
　
巻
三
・
三
三
一 

大
伴
旅
人
）

安
万
射
可
流 

比
奈
能
夜
都
故
尓 

安
米
比
度
之 

可
久
古
非
須
良
波 

伊

家
流
思
留
事
安
里

（
天
離
る
ひ
な
の
奴
に
天
人
し
か
く
恋
す
ら
ば
生
け
る
験
し
る
し

あ
り
　
巻
十
八
・

四
〇
八
二 

大
伴
家
持
）

　
三
つ
目
は
罪
人
の
配
流
で
あ
る
。「
み
や
こ
」
を
追
放
さ
れ
る
こ
と
は
非

常
に
重
大
な
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
嘆
き
を
詠
ん
だ
歌
が
見
ら
れ
る
。
主

な
も
の
は
、
巻
六
の
石
上
乙
麻
呂
と
巻
十
五
の
中
臣
宅
守
で
あ
る
。
前
者
は

天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
に
土
左
国
へ
、
後
者
は
天
平
十
年
（
七
三
八
）
頃

に
越
前
国
へ
流
さ
れ
た（

（
（

。

（
前
略
）
王 

命
恐 

天
離 

夷
辺
尓
退 

古
衣 

又
打
山
従 

還
来
奴
香
聞

（（
前
略
）
大
君
の
命
恐
み
天
離
る
ひ
な
辺
に
罷
る
古
衣
真
土
山
よ
り
帰
り
来

ぬ
か
も
　
巻
六
・
一
〇
一
九 

石
上
乙
麻
呂
）

家
布
毛
可
母 

美
也
故
奈
里
世
婆 

見
麻
久
保
里 

尓
之
能
御
馬
屋
乃 

刀

尓
多
弖
良
麻
之

（
今
日
も
か
も
み
や
こ
な
り
せ
ば
見
ま
く
欲
り
西
の
御み
ま
や厩

の
外
に
立
て
ら
ま

し
　
巻
十
五
・
三
七
七
六 

中
臣
宅
守
）

　
四
つ
目
は
、
遣
新
羅
使
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
に
派

遣
さ
れ
た
使
節
で
、
巻
十
五
に
歌
群
が
見
え
、
新
羅
へ
の
往
復
の
道
中
に
停

泊
し
た
場
所
で
歌
を
残
し
て
い
る
。
新
羅
で
の
歌
で
な
く
途
中
の
停
泊
地
で

の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
異
国
に
お
け
る
自
国
へ
の
思
慕

以
上
に
、「
ひ
な
」
に
お
け
る
「
み
や
こ
」
へ
の
思
慕
が
使
節
の
意
識
を
大

き
く
占
め
て
い
た
と
い
え
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

安
乎
尓
与
之 

奈
良
能
美
也
故
尓 

由
久
比
等
毛
我
母 

久
左
麻
久
良 

多

妣
由
久
布
祢
能 

登
麻
利
都
㝵
武
仁

（
あ
を
に
よ
し
な
ら
の
み
や
こ
に
行
く
人
も
が
も
草
枕
旅
行
く
船
の
泊
り
告

げ
む
に
　
巻
十
五
・
三
六
一
二
）

安
麻
射
可
流 
比
奈
尓
毛
月
波 

弖
礼
礼
杼
母 

伊
毛
曽
等
保
久
波 

和
可
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礼
伎
尓
家
流

（
天
離
る
ひ
な
に
も
月
は
照
れ
れ
ど
も
妹
そ
遠
く
は
別
れ
来
に
け
る
　
巻
十

五
・
三
六
九
八
）

　
こ
れ
ら
の
場
面
に
大
き
く
関
わ
り
、
か
つ
多
く
歌
を
残
し
て
い
る
の
は
中

央
官
人
た
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
み
や
こ
」
や
「
ひ
な
」
は
主
に
中
央
官

人
に
と
っ
て
の
意
識
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
に
は
百
年
以
上
に
わ
た
る
時
代
の
歌
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。「
み
や
こ
」
や
「
ひ
な
」
も
時
代
と
と
も
に
変
遷
が
あ

り
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
は
、
遷
都
が
大
き
く
関

わ
っ
て
く
る
。『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
だ
け
で
も
、
飛
鳥
、
大
津
、
藤
原
、

難
波
、
平
城
、
恭
仁
と
何
度
も
遷
都
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
遷
都
は
、
そ

れ
ま
で
「
み
や
こ
」
で
な
か
っ
た
土
地
を
一
変
さ
せ
る
大
き
な
出
来
事
で
あ

る
。
ま
た
、
時
代
に
よ
る
「
み
や
こ
」
の
形
態
や
継
続
し
た
期
間
に
よ
っ
て

「
み
や
こ
」
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
の
章
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
。

第
一
章
　「
み
や
こ
」
と
中
央
観

一
　
中
央
観
の
変
遷

　
時
代
の
流
れ
や
遷
都
に
よ
っ
て
、「
み
や
こ
」
の
捉
え
方
も
変
遷
し
て
い

く
。
大
ま
か
に
は
、
語
源
通
り
の
、
示
す
範
囲
の
広
い
「
み
や
こ
」
か
ら
実

体
を
伴
っ
た
具
体
的
な
「
み
や
こ
」
へ
、
天
皇
の
居
所
と
し
て
の
「
み
や

こ
」
か
ら
官
人
の
生
活
空
間
と
し
て
の
「
み
や
こ
」
へ
と
い
う
並
行
し
た
二

つ
の
流
れ
が
指
摘
で
き
る
。
以
下
に
、
中
央
観
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の

か
、
宮
都
の
遷
移
と
と
も
に
辿
っ
て
い
く
。

（
一
）
飛
鳥

　
飛
鳥
に
宮
が
置
か
れ
て
い
た
時
代
は
、
天
皇
が
即
位
す
る
た
び
に
遷
宮
が

行
わ
れ
て
い
た
。
小
澤
毅
氏
に
よ
る
と
、
京
の
内
外
を
画
す
る
よ
う
な
可
視

的
な
指
標
は
な
く
、
都
市
住
民
の
集
住
空
間
や
京
内
と
京
外
の
住
民
の
質
的

な
差
異
は
な
か
っ
た
と
い
う（

（
（

。

　「
み
や
こ
」
の
見
方
に
関
し
て
い
え
ば
、
以
下
の
例
に
挙
げ
る
よ
う
に
、

天
皇
が
や
っ
て
き
た
行
幸
先
や
行
宮
を
「
み
や
こ
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
、

吉
川
貫
一
氏
が
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

天
皇
遂
幸
筑
紫
、
到
豊
前
国
長
峡
県
、
興
行
宮
而
居
。
故
号
其
処
曰
京

也
。

（
天
皇
遂
に
筑
紫
に
幸
し
、
豊
前
国
長
峡
県
に
到
り
、
行
宮
を
興
し
て
居
り
。

故
に
其
の
処
を
号
し
て
曰
く
京
な
り
。
『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
十
二
年
九

月
戊
辰
条
）
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宮
処
郷
。〈
在
郷
西
南
。〉
同
天
皇
、
行
幸
之
時
、
於
此
村
奉
造
行
宮
。

因
曰
宮
処
郷
。

（
宮
処
郷
。〈
郷
西
南
に
在
り
。〉
同
天
皇
、
行
幸
の
時
、
此
の
村
に
行
宮
を

造
り
奉
る
。
因
り
て
宮
処
郷
と
曰
ふ
。
『
肥
前
国
風
土
記
』
神
埼
郡
条
）

金
野
乃 

美
草
苅
葺 
屋
杼
礼
里
之 

兎
道
乃
宮
子
能 

借
五
百
磯
所
念

（
秋
の
野
の
み
草
刈
り
葺
き
宿
れ
り
し
宇
治
の
み
や
こ
の
仮か
り

廬い
ほ

し
思
ほ
ゆ
　

『
万
葉
集
』
巻
一
・
七 

額
田
王
）

　「
み
や
こ
」
と
い
う
語
は
、「
宮
」
と
、
場
所
を
表
す
と
思
わ
れ
る
「
こ
」

が
合
わ
さ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
時
代
は
、
特
に
右
の
額
田

王
の
歌
の
よ
う
に
「
み
や
こ
」
と
い
う
語
が
必
ず
し
も
特
定
の
場
所
を
指
す

の
で
は
な
く
、
語
源
通
り
に
宮
の
あ
る
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
段
に
お
い
て
「
帝
宅
」
に
「
み
や
こ
」
と
い

う
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る（

（
（

。「
み
や
こ
」
は
後
世
の
よ
う

な
限
定
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
大
津
宮
を
挟
ん
で
天
武
期
か
ら
『
日
本
書
紀
』
に
「
京
」
や

「
京
師
」
の
語
が
頻
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
頃
に
は
一
定
の
領

域
を
持
っ
た
「
京
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
岸
俊
男
氏
が
指
摘
し
て
い
る

う
え
、
小
澤
氏
も
「
京
」
の
成
立
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
画
期
と
な
る
と
し
て

い
る（

（1
（

。『
万
葉
集
』
に
も
壬
申
の
乱
後
の
歌
と
し
て
、

皇
者 

神
尓
之
座
者 

赤
駒
之 

腹
婆
布
田
為
乎 

京
師
跡
奈
之
都

（
大
君
は
神
に
し
い
ま
せ
ば
赤
駒
の
腹
這
ふ
田
居
を
み
や
こ
と
成
し
つ
　
巻

十
九
・
四
二
六
〇 

大
伴
御
行
）

大
王
者 

神
尓
之
座
者 

水
鳥
乃 

須
太
久
水
奴
麻
乎 

皇
都
常
成
通

（
大
君
は
神
に
し
い
ま
せ
ば
水
鳥
の
す
だ
く
水み

沼ぬ
ま

を
み
や
こ
と
成
し
つ
　
巻

十
九
・
四
二
六
一 

作
者
未
詳
）

と
い
っ
た
歌
が
見
え
る
。
こ
の
二
首
の
指
す
「
み
や
こ
」
に
関
し
て
は
、
諸

説
あ
っ
て
定
ま
ら
な
い
が
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
天
武
期
の
歌
と
し
て
採

録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
天
武
期
の
「
み
や
こ
」
を
首
都
と
し
て
の

具
体
的
な
場
所
と
見
る
意
識
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
こ
の

時
点
で
は
ま
だ
天
皇
の
居
所
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
二
）
大
津
宮

　
大
津
宮
は
天
智
天
皇
が
五
年
間
置
い
た
宮
で
あ
る
が（

（1
（

、『
万
葉
集
』
に
は

三
輪
山
乎 

然
毛
隠
賀 

雲
谷
裳 

情
有
南
畝 

可
苦
佐
布
倍
思
哉

（
三
輪
山
を
然
も
隠
す
か
雲
だ
に
も
心
あ
ら
な
も
隠
さ
ふ
べ
し
や
　
巻
一
・

一
八 

額
田
王
）
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高
市
古
人
感
傷
近
江
旧
堵
作
歌
〈
或
書
云
、
高
市
連
黒
人
〉

古 

人
尓
和
礼
有
哉 

楽
浪
乃 

故
京
乎 

見
者
悲
寸

（
古
の
人
に
我
あ
れ
や
楽さ
さ

浪な
み

の
古
き
み
や
こ
を
見
れ
ば
悲
し
き
　
巻
一
・
三

二 
高
市
古
人
〈
黒
人
〉）

の
よ
う
に
、
遷
都
に
際
し
て
、
も
し
く
は
旧
都
と
な
っ
て
か
ら
の
歌
の
み
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
首
目
に
挙
げ
た
歌
は
、
左
注
に
よ
れ
ば
近
江
国
に
遷

都
し
た
際
の
歌
と
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
遷
都
于
近
江
。
是
時
天

下
百
姓
不
願
遷
都
、
諷
諫
者
多
、
童
謡
亦
衆
。」（
近
江
に
遷
都
す
。
是
時
天

下
の
百
姓
遷
都
を
願
は
ず
し
て
、
諷
諫
す
る
者
多
く
、
童
謡
亦
衆
し
。
天
智
天

皇
六
年
（
六
六
七
）
三
月
己
卯
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
編
纂

時
点
の
八
世
紀
初
頭
に
は
、
遷
都
は
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
見

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
歌
数
の
少
な
さ
は
、
都
と
し
て
の

存
続
年
数
の
短
さ
も
大
い
に
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

他
の
場
合
と
異
な
り
、
大
津
宮
の
「
み
や
こ
」
と
し
て
の
実
感
を
読
み
取
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
三
）
藤
原
京 

　
持
統
天
皇
が
遷
都
し
た
藤
原
京
は
日
本
で
最
初
の
律
令
制
都
城
で
あ
り（

（1
（

、

小
澤
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
飛
鳥
と
異
な
り
、
条
坊
の
存
在
が
京
の
領

域
を
示
す
最
大
の
指
標
で
あ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

　
こ
の
時
代
に
は
、
中
央
官
人
た
ち
が
行
幸
先
な
ど
で
「
や
ま
と
」
を
詠
ん

だ
歌
が
『
万
葉
集
』
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
（
表
１
参
照
）。

太
上
天
皇
幸
于
吉
野
宮
時
、
高
市
連
黒
人
作
歌

倭
尓
者 

鳴
而
歟
来
良
武 

呼
子
鳥 

象
乃
中
山 

呼
曽
越
奈
流

（
や
ま
と
に
は
鳴
き
て
か
来
ら
む
呼
子
鳥
象き
さ

の
中
山
呼
び
そ
越
ゆ
な
る
　
巻

一
・
七
〇 

高
市
黒
人
）

　
右
の
よ
う
に
、
吉
野
に
お
い
て
も
「
や
ま
と
」
を
詠
む
歌
が
見
ら
れ
る
た

め
、
こ
の
「
や
ま
と
」
は
大
和
国
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
藤
原
京
の
あ
た
り

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
藤
原
京
が
官
人
の
集
住
空
間
と
な
っ
て

中
央
と
し
て
認
識
す
る
共
通
の
場
所
が
で
き
た
と
い
う
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、「
み
や
こ
」
で
な
く
「
や
ま
と
」
で
あ
る
の
は
、
集
住
空
間
と
し

て
固
定
し
た
「
み
や
こ
」
が
で
き
た
ば
か
り
で
、
前
代
の
移
り
ゆ
く
天
皇
の

居
所
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
脱
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
や
や
広
い
範

囲
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

楽
浪
乃 

国
都
美
神
乃 

浦
佐
備
而 

荒
有
京 

見
者
悲
毛

（
楽
浪
の
国
つ
御
神
の
う
ら
さ
び
て
荒
れ
た
る
み
や
こ
見
れ
ば
悲
し
も
　
巻

一
・
三
三 
高
市
古
人
）
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そ
れ
に
対
し
、
右
の
歌
と
、
前
出
の
三
二
番
歌
に
お
い
て
、
旧
都
で
あ
る

大
津
宮
が
「
み
や
こ
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
天
武
期
以
降
の
「
み
や

こ
」
の
用
法
、
つ
ま
り
天
皇
の
居
所
と
し
て
の
具
体
的
な
場
所
を
指
す
こ
と

を
受
け
継
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
ら
が
住
む
場
所
は
、
未
だ
「
み
や

こ
」
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
四
）
平
城
京 

　
平
城
京
は
、
吉
川
氏
が
「
万
葉
集
と
最
も
関
わ
り
を
持
つ
都
」
と
述
べ
る

よ
う
に（

（1
（

、
和
銅
元
年
（
七
一
〇
）
の
遷
都
の
後
、
長
き
に
わ
た
っ
て
存
続
し

た
「
み
や
こ
」
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
時
代
の
万
葉
歌
の
特
徴
と
し
て
は
、
大
伴
旅

人
や
山
上
憶
良
ら
が
活
躍
す
る
七
二
〇
年
代
か
ら
、「
み
や
こ
」「
な
ら
の
み

や
こ
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
表
１
参
照
）。

大
宰
少
弐
小
野
老
朝
臣
歌
一
首 

青
丹
吉 

寧
楽
乃
京
師
者 

咲
花
乃 

薫
如 

今
盛
有

（
あ
を
に
よ
し
な
ら
の
み
や
こ
は
咲
く
花
の
薫
ふ
が
ご
と
く
今
盛
り
な
り
　

巻
三
・
三
二
八 

小
野
老
）

　
藤
原
京
の
時
代
と
異
な
り
、
平
城
京
を
「
な
ら
の
み
や
こ
」
と
し
て
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
中
央
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
に
は
、
大
伴
旅

人
の

八
隅
知
之 

吾
大
王
乃 

御
食
国
者 

日
本
毛
此
間
毛 

同
登
曽
念

（
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
食を

す
国
は
や
ま
と
も
こ
こ
も
同
じ
と
そ
思
ふ
　

巻
六
・
九
五
六
）

の
よ
う
に
、「
や
ま
と
」
を
使
用
す
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
中
央
を
表
す
語

は
ほ
と
ん
ど
が
「
み
や
こ
」
に
な
っ
て
い
く
。

　「
み
や
こ
」
を
離
れ
た
際
に
官
人
た
ち
が
思
慕
す
る
の
は
「
や
ま
と
」
で

は
な
く
よ
り
狭
い
「
み
や
こ
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
城
京
が

長
期
間
固
定
し
て
存
在
し
た
こ
と
で
、
官
人
た
ち
の
意
識
の
中
で
「
み
や

こ
」
が
実
体
を
持
っ
た
生
活
空
間
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

在
京 

荒
有
家
尓 

一
宿
者 

益
旅
而 

可
辛
苦

（
み
や
こ
な
る
荒
れ
た
る
家
に
ひ
と
り
寝
ば
旅
に
ま
さ
り
て
苦
し
か
る
べ
し
　

巻
三
・
四
四
〇 

大
伴
旅
人
）

多
流
比
女
能 

宇
良
乎
許
具
不
祢 

可
治
末
尓
母 

奈
良
野
和
芸
弊
乎 

和

須
礼
氐
於
毛
倍
也

（
垂
姫
の
浦
を
漕
ぐ
船
梶
間
に
も
な
ら
の
我わ
ぎ

家へ

を
忘
れ
て
思
へ
や
　
巻
十
八
・

四
〇
四
八 

大
伴
家
持
）

　
右
の
よ
う
な
歌
か
ら
も
、
藤
原
京
の
時
代
と
は
異
な
り
、
平
城
京
の
場
合
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は
、
歌
の
中
に
お
い
て
は
官
人
た
ち
に
と
っ
て
「
み
や
こ
」
が
「
家
」
の
あ

る
生
活
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
に
も
述
べ
る
が
、
律
令
制
下
で

の
都
城
は
、
そ
れ
ま
で
の
豪
族
の
居
宅
の
あ
る
場
に
漸
次
的
に
形
成
さ
れ
て

い
た
も
の
で
は
な
く
、
計
画
さ
れ
た
条
坊
に
基
づ
い
て
班
給
さ
れ
た
宅
地
が

一
つ
の
要
素
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
浅
野
充
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。
そ
の
よ
う
な
都
城
の
成
立
経
緯
の
違
い
が
、
こ
の
よ
う
に
官
人
た

ち
の
意
識
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
恭
仁
京

　
恭
仁
京
は
、
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
か
ら
同
十
六

年
（
七
四
四
）
ま
で
置
か
れ
た
都
で
あ
る（

（1
（

。

今
造 

久
迩
乃
王
都
者 

山
河
之 

清
見
者 

宇
倍
所
知
良
之

（
今
造
る
久
迩
の
み
や
こ
は
山
川
の
さ
や
け
き
見
れ
ば
う
べ
知
ら
す
ら
し
　

巻
六
・
一
〇
三
七 

大
伴
家
持
）

の
よ
う
な
、
恭
仁
京
を
讃
美
す
る
歌
も
あ
る
が
、
同
じ
家
持
の
歌
に

今
所
知 

久
迩
乃
京
尓 

妹
二
不
相 

久
成 

行
而
早
見
奈

（
今
知
ら
す
久
迩
の
み
や
こ
に
妹
に
逢
は
ず
久
し
く
な
り
ぬ
行
き
て
は
や
見

な
　
巻
四
・
七
六
八 

大
伴
家
持
）

今
造 

久
迩
能
京
尓 

秋
夜
乃 

長
尓
独 

宿
之
苦
左

（
今
造
る
久
迩
の
み
や
こ
に
秋
の
夜
の
長
き
に
ひ
と
り
寝
る
が
苦
し
さ
　
巻

八
・
一
六
三
一 

大
伴
家
持
）

と
も
あ
り
、
そ
こ
に
「
家
」
は
現
れ
な
い
。『
続
日
本
紀
』
に
も
、

詔
留
守
従
三
位
大
養
徳
国
守
大
野
朝
臣
東
人
・
兵
部
卿
正
四
位
下
藤
原

朝
臣
豊
成
等
曰
、
自
今
以
後
、
五
位
以
上
不
得
任
意
住
於
平
城
。
如
有

事
故
、
応
須
退
帰
、
被
賜
官
符
、
然
後
聴
之
。
其
見
在
平
城
者
、
限
今

日
内
、
悉
皆
催
発
。
自
余
散
在
他
所
者
、
亦
宜
急
追
。

（
留
守
従
三
位
大
養
徳
国
守
大
野
朝
臣
東
人
・
兵
部
卿
正
四
位
下
藤
原
朝
臣

豊
成
等
に
詔
し
て
曰
く
、
自
今
以
後
、
五
位
以
上
は
意
に
任
せ
て
平
城
に
住

む
を
得
ざ
れ
。
も
し
事
の
故
有
り
て
、
退
帰
す
べ
く
は
、
官
符
を
賜
り
、
然

る
後
に
聴
せ
。
其
れ
平
城
に
見
在
す
る
者
、
今
日
の
内
を
限
り
て
、
悉
く
皆

催
し
発
て
。
自
余
の
他
所
に
在
る
者
、
亦
宜
し
く
急
ぎ
追
ふ
べ
し
。
天
平

十
三
年
（
七
四
一
）
閏
三
月
乙
丑
条
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
官
人
は
家
族
を
平
城
京
に
置
き
、
ま
た
平
城
京
に
留
ま

ろ
う
と
す
る
者
も
多
く
、
恭
仁
京
の
場
合
は
生
活
空
間
と
し
て
の
実
感
を
、

平
城
京
の
よ
う
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歌
の
中
に
お
い
て
、
平
城

京
ほ
ど
に
家
の
存
在
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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紅
尓 

深
染
西 

情
可
母 

寧
楽
乃
京
師
尓 

年
之
歴
去
倍
吉

（
紅
に
深
く
染
み
に
し
心
か
も
な
ら
の
み
や
こ
に
年
の
経
ぬ
べ
き
　
巻
六
・

一
〇
四
四 
作
者
未
詳
）

　
ま
た
、
右
の
よ
う
に
旧
都
と
な
っ
た
平
城
京
を
嘆
く
歌
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
官
人
た
ち
に
と
っ
て
は
平
城
京
の
方
が
馴
染
み
深
か
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

 （
六
）
難
波
宮

　
難
波
宮
は
、
孝
徳
天
皇
の
時
代
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
に
難
波
長
柄
豊

埼
宮
の
造
営
が
行
わ
れ
、
同
天
皇
の
死
後
に
都
は
再
び
飛
鳥
に
戻
っ
た
が
、

天
武
天
皇
十
二
年
（
六
八
三
）
に
副
都
と
な
り
、
聖
武
天
皇
が
一
時
期
「
皇

都
」
と
し
た
期
間
を
含
め
、
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
ま
で
存
続
し
た（

（1
（

。『
万

葉
集
』
中
に
現
れ
る
難
波
宮
は
す
べ
て
副
都
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
（
表
１

参
照
）。式

部
卿
藤
原
宇
合
卿
被
使
改
造
難
波
堵
之
時
作
歌
一
首

昔
者
社 

難
波
居
中
跡 

所
言
奚
米 

今
者
京
引 

都
備
仁
鶏
里

（
昔
こ
そ
難
波
ゐ
な
か
と
言
は
れ
け
め
今
み
や
こ
引
き
み
や
こ
び
に
け
り
　

巻
三
・
三
一
二 

藤
原
宇
合
）

と
い
う
よ
う
な
作
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
役
人
と
し
て
造
営
に
際
し
て
詠
ん

だ
歌
で
あ
る
。

葦
辺
行 

鴨
之
羽
我
比
尓 

霜
零
而 

寒
暮
夕 

倭
之
所
念

（
葦
辺
行
く
鴨
の
羽
が
ひ
に
霜
降
り
て
寒
き
夕
は
や
ま
と
し
思
ほ
ゆ
　
巻
一
・

六
四 

志
貴
皇
子
）

と
い
う
よ
う
に
、
難
波
宮
に
お
い
て
も
「
や
ま
と
」
を
思
う
歌
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
副
都
と
い
う
性
格
か
ら
か
、
中
心
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
他
の

「
み
や
こ
」
と
は
異
な
り
、「
み
や
こ
」
の
あ
る
「
や
ま
と
」
へ
の
思
慕
に
駆

ら
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
と
読
め
る
。

　
以
上
、
官
人
た
ち
に
と
っ
て
の
中
央
観
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
か
を
見

て
き
た
が
、
以
下
に
要
約
し
て
お
く
。
飛
鳥
に
宮
が
置
か
れ
て
い
た
時
代
は
、

「
み
や
こ
」
の
語
の
範
囲
が
広
く
不
特
定
の
も
の
を
指
し
て
お
り
、
天
皇
の

居
所
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
藤
原
京
の
時
代
に
「
や
ま
と
」
と
し

て
中
央
を
捉
え
る
見
方
が
生
ま
れ
た
が
、
ま
だ
「
み
や
こ
」
が
天
皇
の
居

所
か
ら
官
人
の
生
活
空
間
へ
と
な
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
平
城
京
に
な
る
と
、

官
人
も
「
み
や
こ
」「
な
ら
の
み
や
こ
」
と
詠
む
よ
う
に
な
り
、「
み
や
こ
」

は
具
体
的
な
も
の
を
指
し
、
官
人
の
生
活
空
間
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
大

津
・
難
波
宮
は
ど
ち
ら
も
過
渡
的
で
あ
っ
た
り
副
都
で
あ
っ
た
り
し
た
た
め

か
、「
み
や
こ
」
と
し
て
は
あ
ま
り
詠
ま
れ
ず
、
馴
染
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
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で
あ
る
。
恭
仁
京
は
、「
み
や
こ
」
と
詠
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
平
城
京

の
よ
う
な
生
活
空
間
と
し
て
の
実
感
を
含
ん
だ
も
の
と
は
言
い
難
い
。

二
　「
み
や
こ
」
と
畿
内

　
平
城
京
以
降
、「
み
や
こ
」
が
官
人
の
意
識
の
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、「
み
や
こ
」
で
は
な
く
周
辺
の
畿
内
を
ま
と
め
て
中
央
と
し
て
捉

え
る
論
も
あ
る（

（2
（

。
確
か
に
、
畿
内
は
税
な
ど
の
面
で
優
遇
さ
れ
、
他
の
諸
国

と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
関
晃
氏
は
、
畿
内
制
の
成
立
を
豪
族
の

居
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
た（

（2
（

。
大
津
氏
も
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
『
万

葉
集
』
に
お
い
て
畿
内
・
畿
外
が
「
ひ
な
」
と
の
境
で
あ
っ
た
と
論
じ
る

が（
（2
（

、
畿
内
と
中
央
豪
族
の
旧
居
住
地
が
直
接
の
関
係
を
持
た
な
い
こ
と
は
吉

川
聡
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
平
城
京
の
時
代
に
は
官
人
を
本
貫
地

か
ら
離
し
、「
み
や
こ
」
へ
定
住
・
集
住
さ
せ
る
傾
向
が
強
め
ら
れ
た（

（2
（

。
諸

豪
族
の
複
数
宅
の
一
つ
が
集
中
し
て
漸
次
形
成
さ
れ
て
い
た
「
倭
京
的
存
在

形
態
」
と
異
な
り
、
律
令
制
的
宮
都
は
、
計
画
さ
れ
た
条
坊
に
基
づ
い
て
班

給
さ
れ
た
宅
地
が
一
つ
の
要
素
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
浅
野
氏
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
節
に
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
律
令
制
以
前
と
以
後

で
は
、「
み
や
こ
」
に
住
む
人
々
の
居
住
形
態
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
畿
内

豪
族
に
と
っ
て
も
、
自
ら
の
拠
点
が
あ
る
場
所
に
宮
が
で
き
る
の
で
は
な
く
、

天
皇
を
中
心
と
し
た
「
み
や
こ
」
に
住
む
場
所
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
畿
内
に
親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
流
人
に
関
し
て
も
、「
其
流
人
穂
積
朝
臣
老
、
多
治
比
真
人
祖
人
・
名
負
・

東
人
、
久
米
連
若
売
等
五
人
、
召
令
入
京
。
大
原
采
女
勝
部
鳥
女
還
本
郷
。」

（
其
れ
流
人
穂
積
朝
臣
老
、
多
治
比
真
人
祖
人
・
名
負
・
東
人
、
久
米
連
若
売
等

五
人
は
、
召
し
て
入
京
せ
し
め
よ
。
大
原
采
女
勝
部
鳥
女
は
本
郷
に
還
せ
。
『
続

日
本
紀
』
天
平
十
二
年
（
七
四
一
）
六
月
庚
午
条
）
と
し
た
り
、
橘
奈
良
麻
呂

の
乱
に
坐
し
た
者
を
「
但
名
籍
雖
編
本
貫
、
正
身
不
得
入
京
。」（
但
し
名
籍

は
本
貫
に
編
む
と
雖
も
、
正
身
は
入
京
す
る
を
得
ざ
れ
。
『
同
』
宝
亀
元
年
（
七

七
〇
）
七
月
癸
未
条
）
と
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
京
に
入
れ
る
か
否
か
が

重
要
な
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図 1　各「みやこ」の所在地
新日本古典文学大系『続日本紀』一（岩波書店、
1998年、468頁）より転載
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他
に
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
か
ら
京
・
畿
内
・
諸
国
に
関
す
る
も
の
を

拾
っ
て
み
る
と
、
畿
内
が
重
視
さ
れ
る
の
は
雨
乞
い
の
み
で
、
租
調
庸
の
免

除
や
寺
で
の
読
経
・
法
会
、
赦
免
な
ど
は
天
下
諸
国
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
賑
恤
も
京
内
の
み
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
必
ず
し
も
畿
内
が
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。

　
歌
の
表
現
に
お
い
て
も
、
大
和
国
に
あ
る
竹
田
庄
に
お
い
て
大
伴
坂
上
郎

女
が
詠
ん
だ
、

然
不
有 

五
百
代
小
田
乎 

苅
乱 

田
廬
尓
居
者 

京
師
所
念

（
然
と
あ
ら
ぬ
五い

百ほ

代し
ろ

小を

田だ

を
刈
り
乱
り
田た
ぶ
せ廬

に
居
れ
ば
み
や
こ
し
思
ほ
ゆ
　

巻
八
・
一
五
九
二
）

と
い
う
歌
や
、
難
波
で
防
人
検
校
の
勅
使
で
あ
る
安
倍
沙
美
麻
呂
が
詠
ん
だ
、

阿
佐
奈
佐
奈 

安
我
流
比
婆
理
尓 

奈
里
弖
之
可 

美
也
古
尓
由
岐
弖 
波

夜
加
弊
里
許
牟

（
朝
な
朝さ

な
上
が
る
ひ
ば
り
に
な
り
て
し
か
み
や
こ
に
行
き
て
は
や
帰
り
来

む
　
巻
二
十
・
四
四
三
三
）

と
い
っ
た
歌
か
ら
、
畿
内
の
地
に
お
い
て
も
「
み
や
こ
」
を
思
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
み
や
こ
」
を
思
う
と
い
う
行
為
が
畿
内
の
地
で
も
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、「
み
や
こ
」
を
出
る
と
そ
こ
は
親
し
み

の
あ
る
地
で
は
な
く
な
る
と
い
う
認
識
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
も
は
や

「
み
や
こ
」
の
外
が
自
ら
に
親
し
み
の
あ
る
地
で
は
な
く
な
っ
た
以
上
、
畿

内
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
捉
え
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
後
で
述
べ
る
が
、
歌
の
中
に
お
い
て
「
ひ
な
」
に
対
立
す
る
の

は
畿
内
で
は
な
く
「
み
や
こ
」
で
あ
る
。
平
城
京
に
お
け
る
制
度
上
の
宅
地

の
状
況
や
、
歌
で
は
家
と
「
み
や
こ
」
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
て

も
、
畿
内
で
は
な
く
「
み
や
こ
」
を
意
識
の
上
で
の
大
き
な
境
界
と
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
中
央
の
人
々
の
思
慕
の
対
象
は
あ
く
ま
で
も
「
み
や
こ
」
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
続
日
本
紀
』
に
お
い
て
関
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、『
万
葉
集
』
に

お
け
る
「
関
」
の
語
の
用
例
の
少
な
さ
の
差
は
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
重
要

視
さ
れ
る
境
界
と
、「
み
や
こ
」
で
暮
ら
す
官
人
の
意
識
す
る
境
界
と
に
ず

れ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
で
は
、「
其
帯
関
国
司
、
商

旅
過
日
、
審
加
勘
捜
、
附
使
言
上
。」（
其
れ
関
を
帯
ぶ
る
国
司
は
、
商
旅
の
過

ぐ
る
日
、
審
か
に
勘
捜
を
加
え
、
使
に
附
し
て
言
上
せ
よ
。
和
銅
七
年
（
七
一

四
）
二
月
庚
申
条
）
の
よ
う
に
関
を
過
ぎ
る
商
人
を
調
べ
さ
せ
た
り
、「
左
京

人
従
七
位
下
漆
部
造
君
足
、
無
位
中
臣
宮
処
連
東
人
等
告
密
称
、
左
大
臣

正
二
位
長
屋
王
私
学
左
道
、
欲
傾
国
家
。
其
夜
、
遣
使
固
守
三
関
。」（
左
京

の
人
従
七
位
下
漆
部
造
君
足
、
無
位
中
臣
宮
処
連
東
人
等
、
密
を
告
げ
て
称
す
る
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に
、
左
大
臣
正
二
位
長
屋
王
、
私
に
左
道
を
学
び
、
国
家
を
傾
け
む
と
欲
す
。
其

の
夜
、
使
を
遣
り
て
固
く
三
関
を
守
ら
し
む
。
天
平
元
年
（
七
二
九
）
二
月
辛

未
条
）
の
よ
う
に
、
変
・
乱
や
天
皇
の
崩
御
に
際
し
て
固
関
が
行
わ
れ
た
り

し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る（

（2
（

。
政
治
的
・
軍
事
的
な
面
で
は
、
関
が
重
要
な

境
界
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
に
関

が
廃
止
さ
れ
た
際
、「
徒
設
関
険
、
勿
用
防
禦
、
遂
使
中
外
隔
絶
、
既
失
通

利
之
便
、
公
私
往
来
、
毎
致
稽
留
之
苦
。」（
徒
に
関
険
を
設
け
、
防
禦
を
用
ふ

る
こ
と
勿
く
、
遂
に
中
外
を
し
て
隔
絶
せ
し
む
。
既
に
通
利
の
便
を
失
い
、
公
私

の
往
来
、
毎
に
稽
留
の
苦
を
致
す
。
『
続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
七
月
甲
寅
条
）
と
、

関
に
よ
っ
て
そ
の
内
外
が
隔
絶
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
『
万
葉
集
』
で
は
、
次
の
歌
を
は
じ
め
と
し
て
、「
関
」
の
用
例
は

わ
ず
か
四
例
の
み
で
あ
る
。
以
下
に
二
例
の
み
挙
げ
る
。

不
破
行
宮
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首 

関
無
者 

還
尓
谷
藻 

打
行
而 

妹
之
手
枕 

巻
手
宿
益
乎

（
関
な
く
は
帰
り
に
だ
に
も
う
ち
行
き
て
妹
が
手
枕
ま
き
て
寝
ま
し
を
　
巻

六
・
一
〇
三
六 

大
伴
家
持
）

等
保
伎
山 

世
伎
毛
故
要
伎
奴 

伊
麻
左
良
尓 

安
布
倍
伎
与
之
能 

奈
伎

我
佐
夫
之
佐

（
遠
き
山
関
も
越
え
来
ぬ
今
更
に
逢
ふ
べ
き
よ
し
の
な
き
が
さ
ぶ
し
さ
　
巻

十
五
・
三
七
三
四 

中
臣
宅
守
）

　『
万
葉
集
』
で
は
関
よ
り
、
次
の
よ
う
に
生
駒
山
・
竜
田
山
・
奈
良
山
・

真
土
山
と
い
っ
た
、
大
和
国
を
越
え
て
い
く
地
点
を
詠
む
こ
と
が
多
い
。
そ

れ
ら
の
山
を
詠
ん
だ
歌
は
、
生
駒
山
は
三
例
、
竜
田
山
は
三
例
、
奈
良
山
は

五
例
、
真
土
山
は
六
例
を
数
え
る
。

由
布
佐
礼
婆 

比
具
良
之
伎
奈
久 

伊
故
麻
山 

古
延
弖
曽
安
我
久
流 

伊

毛
我
目
乎
保
里

（
夕
さ
れ
ば
ひ
ぐ
ら
し
来
鳴
く
生
駒
山
越
え
て
そ
我
が
来
る
妹
が
目
を
欲
り
　

巻
十
五
・
三
五
八
九 

秦
間
麻
呂
）

四
年
壬
申
、
藤
原
宇
合
卿
遣
西
海
道
節
度
使
之
時
、
高
橋
連
虫
麻
呂
作

歌
一
首
〈
幷
短
歌
〉

白
雲
乃 

竜
田
山
乃 

露
霜
尓 

色
附
時
丹 

打
超
而 

客
行
公
者 

五
百
隔

山 

伊
去
割
見 

賊
守 

筑
紫
尓
至
（
後
略
）

（
白
雲
の
竜
田
の
山
の
露
霜
に
色
付
く
時
に
う
ち
越
え
て
旅
行
く
君
は
五い

百ほ

重へ

山や
ま

い
行
き
さ
く
み
賊あ
た

守
る
筑
紫
に
至
り
（
後
略
）　
巻
六
・
九
七
一 

高
橋

虫
麻
呂
）

哀
傷
長
逝
之
弟
歌
一
首
〈
幷
短
歌
〉 
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安
麻
射
加
流 

比
奈
乎
佐
米
尓
等 

大
王
能 

麻
気
乃
麻
尓
末
尓 

出
而
許

之 
和
礼
乎
於
久
流
登 

青
丹
余
之 

奈
良
夜
麻
須
疑
氐
（
後
略
）

（
天
離
る
ひ
な
治
め
に
と
大
君
の
任ま

け
の
ま
に
ま
に
出
で
て
来
し
我
を
送
る

と
あ
を
に
よ
し
奈
良
山
過
ぎ
て
（
後
略
）　
巻
十
七
・
三
九
五
七 

大
伴
家
持
）

石
上
乙
麻
呂
卿
、
配
土
左
国
之
時
歌
三
首
〈
幷
短
歌
〉

（
前
略
）
王 

命
恐 

天
離 
夷
辺
尓
退 

古
衣 

又
打
山
従 

還
来
奴
香
聞

（（
前
略
）
大
君
の
命
恐
み
天
離
る
ひ
な
辺
に
罷
る
古
衣
真
土
山
よ
り
帰
り
来

ぬ
か
も
　
巻
六
・
一
〇
一
九 

石
上
乙
麻
呂
）

　
こ
れ
ら
か
ら
、
意
識
の
上
で
は
、
関
を
越
え
る
こ
と
よ
り
も
山
々
を
越
え

て
「
み
や
こ
」
と
そ
こ
に
連
な
る
土
地
を
出
て
行
く
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
官
人
た
ち
が
意
識
す
る
境
界
は
、
関
で
は

な
く
大
和
国
と
他
の
国
を
隔
て
る
山
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
平
城
京
と
そ
の
周

辺
に
広
が
る
土
地
を
出
て
行
く
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
一

つ
の
目
安
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
節
で
詳
し
く

述
べ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
み
や
こ
」
に
住
む
官
人
の
意
識
で
は
、
中
央
の
範

囲
は
畿
内
ま
で
含
む
広
い
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
み
や
こ
」、
つ
ま

り
平
城
京
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
　「
み
や
こ
」
と
そ
の
外

　
前
節
で
、
平
城
京
の
周
辺
の
山
々
を
境
界
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
正
確
に
は
北
・
西
・
南
の
山
々
に
比
べ
、
東
方
に
あ
る
山
が
詠
ま
れ

る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

空
見
津 

倭
国 

青
丹
吉 

常
山
越
而 

山
代
之 

管
木
之
原 

血
速
旧 

于

遅
乃
渡 

隴
屋
之 

阿
後
尼
之
原
尾 

千
歳
尓 

闕
事
無 

万
歳
尓 

有
通
将

得 

山
科
之
石
田
之
社
之 

須
馬
神
尓 

奴
左
取
向
而 

吾
者
越
往 

相
坂

山
遠

（
そ
ら
み
つ 

大
和
の
国 

あ
を
に
よ
し 

奈
良
山
越
え
て 

山
背
の 

管つ
つ

木き

の

原 

ち
は
や
ぶ
る 

宇
治
の
渡
り 

岡
の
屋
の 

阿あ

後ご

尼ね

の
原
を 

千
歳
に 

欠
く

る
こ
と
な
く 

万
代
に 

あ
り
通
は
む
と 

山
科
の 

石
田
の
社
の 

皇
神
に 

幣

取
り
向
け
て 

我
は
越
え
行
く 

逢
坂
山
を
　
巻
十
三
・
三
二
三
六 

作
者
未

詳
）

　
平
城
京
の
北
方
の
奈
良
山
を
越
え
る
と
宇
治
川
が
あ
り
、
山
城
国
に
至
る
。

そ
し
て
山
科
か
ら
逢
坂
山
を
越
え
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
、
山
を
越
え
た
先

に
別
の
地
が
広
が
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

大
伴
乃 
美
津
能
等
麻
里
尓 

布
祢
波
弖
弖 

多
都
多
能
山
乎 

伊
都
可
故

延
伊
加
武
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（
大
伴
の
御
津
の
泊
り
に
船
泊
て
て
竜
田
の
山
を
い
つ
か
越
え
行
か
む
　
巻

十
五
・
三
七
二
二 

遣
新
羅
使
節
）

　
西
側
の
竜
田
山
を
越
え
た
先
に
は
大
伴
の
御
津
の
あ
る
難
波
が
あ
る
。

亦
打
山 

暮
越
行
而 
廬
前
乃 

角
太
河
原
尓 

独
可
毛
将
宿

（
真
土
山
夕
越
え
行
き
て
廬い
ほ

前さ
き

の
角
太
河
原
に
ひ
と
り
か
も
寝
む
　
巻
三
・

二
九
八 

弁
基
）

　
南
方
の
真
土
山
の
先
に
は
角
太
河
原
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
東
方
は
、

春
日
野
之 

浅
茅
之
上
尓 

念
共 

遊
今
日 

忘
目
八
方

（
春
日
野
の
浅
茅
が
上
に
思
ふ
ど
ち
遊
ぶ
今
日
の
日
忘
ら
え
め
や
も
　
巻
十
・

一
八
八
〇 

作
者
未
詳
）

の
よ
う
に
、
遊
ぶ
場
や
景
物
と
し
て
の
春
日
野
が
詠
ま
れ
る
。

雁
鳴
之 

喧
之
従 

春
日
有 

三
笠
山
者 

色
付
丹
家
里

（
雁
が
ね
の
騒
き
に
し
よ
り
春
日
な
る
三
笠
の
山
は
色
付
き
に
け
り
　
巻
十
・

二
二
一
二 

作
者
未
詳
）

　
ま
た
、
右
の
よ
う
に
東
方
に
あ
る
山
は
、
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
景
物
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
前
述
し
た
山
々
の
よ
う

に
旅
の
通
過
地
点
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
先
の
地
も
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
。
古
橋
信
孝
氏
は
古
代
の
都
市
の
郊
外
の
存
在
を
指
摘
し
、
平
城
京
で
は

そ
の
役
割
を
春
日
に
象
徴
さ
せ
て
い
る
と
す
る（

（2
（

。

　
そ
の
さ
ら
に
東
方
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
改
新
の
詔
に
お
け
る
畿
内
の

東
の
限
界
は
「
畿
内
東
自
名
墾
横
河
以
来
」（
畿
内
は
、
東
は
名
墾
の
横
河
よ

り
以
来
。
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
（
六
四
六
）
正
月
甲
子
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、

名
張
の
横
河
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
名
張

の
地
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
紀
伊
国
や
伊
勢
国
へ
の
行
幸
と
い
う
ご
く
限
ら
れ

た
機
会
で
あ
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
万
葉
集
』
中
の
歌
に
即
す
る
限
り
は
、
平
城
京

の
東
方
に
関
す
る
認
識
は
春
日
野
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
先
に
広
が
る
空
間
が

詠
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
地
形
が
一
つ
の
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
奈
良
山
を
過
ぎ
れ
ば
山
城
国
と
な
る
北
方
、

生
駒
山
脈
を
過
ぎ
れ
ば
河
内
国
と
な
る
西
方
、
真
土
山
を
過
ぎ
れ
ば
紀
伊
国

と
な
る
南
方
と
異
な
り
、
東
方
は
か
な
り
広
範
に
わ
た
る
山
地
が
広
が
っ
て

い
る
。
他
の
山
々
の
よ
う
に
、
越
え
る
と
す
ぐ
に
他
の
国
に
入
る
と
い
う
明

確
な
境
界
に
な
り
得
ず
、
ま
た
平
城
京
の
す
ぐ
東
に
あ
る
春
日
山
は
神
山
で

あ
り
、
他
の
山
と
は
性
格
が
異
な
っ
た
た
め
、「
越
え
て
行
く
山
」
と
し
て

は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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東
の
境
界
が
現
れ
な
い
も
う
一
つ
の
大
き
な
理
由
に
、
当
時
の
道
路
も
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
北
へ
向
か
う
に
は
当
時
の
北
陸
道
が
あ
り
、
そ
の
途
上

に
は
奈
良
山
が
あ
る
。
ま
た
南
へ
向
か
う
際
も
同
様
で
、
南
海
道
の
途
上
に

真
土
山
が
あ
る
。
西
に
関
し
て
も
、
大
和
国
と
南
北
に
長
く
接
す
る
河
内
国

へ
越
え
る
ル
ー
ト
は
複
数
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
は
竜
田

越
え
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
他
に
生
駒
山
を
越
え
る
ル
ー
ト
や
、
草
香
越
え
な

ど
が
確
認
で
き
る
。

　
そ
れ
で
は
東
に
向
か
う
ル
ー
ト
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
前
略
）
是
日
、
発
途
入
東
国
。
事
急
不
待
駕
而
行
之
。
儵
遇
縣
犬
養

連
大
伴
鞍
馬
、
因
以
御
駕
。
乃
皇
后
載
輿
従
之
。
逮
于
津
振
川
、
車
駕

始
至
。
便
乗
焉
。
是
時
、
元
従
者
草
壁
皇
子
・
忍
壁
皇
子
、
及
舍
人
朴

井
連
雄
君
・
県
犬
養
連
大
伴
・
佐
伯
連
大
目
・
大
伴
連
友
国
・
稚
桜
部

臣
五
百
瀬
・
書
首
根
摩
呂
・
書
直
智
徳
・
山
背
直
小
林
・
山
背
部
小

田
・
安
斗
連
智
徳
・
調
首
淡
海
之
類
廿
有
余
人
、
女
孺
十
有
餘
人
也
。

即
日
、
到
菟
田
吾
城
。
大
伴
連
馬
来
田
・
黄
書
造
大
伴
、
従
吉
野
宮
追

至
。
於
此
時
、
屯
田
司
舍
人
土
師
連
馬
手
供
従
駕
者
食
。
過
甘
羅
村
、

有
獵
者
廿
余
人
。
大
伴
朴
本
連
大
国
為

獵
者
之
首
。
則
悉
喚
令
従
駕
。
亦
徴
美
濃
王
。
乃
参
赴
而
従
矣
。
運
湯

沐
之
米
伊
勢
国
駄
五
十
匹
遇
於
菟
田
郡
家
頭
。
仍
皆
棄
米
而
令
乗
歩
者
。

到
大
野
以
日
落
也
。
山
暗
不
能
進
行
。
則
壊
取
当
邑
家
籬
為
燭
。
及

夜
半
、
到
隠
郡
焚
隠
駅
家
。
因
唱
邑
中
曰
、「
天
皇
入
東
国
。
故
人
夫

諸
参
赴
。」
然
一
人
不
肯
来
矣
。
将
及
横
河
、
有
黒
雲
。
広
十
余
丈
経

天
。
時
天
皇
異
之
。
則
挙
燭
親
秉
式
占
曰
、「
天
下
両
分
之
祥
也
。
然

朕
遂
得
天
下
歟
。」
即
急
行
到
伊
賀
郡
、
焚
伊
賀
騨
家
。
逮
于
伊
賀
中

山
、
而
当
国
郡
司
等
率
数
百
衆
帰
焉
。

（（
前
略
）
是
の
日
に
、
途
発
ち
て
東
国
に
入
り
た
ま
ふ
。
事
急
に
し
て
、
駕

を
待
た
ず
し
て
行
す
。
儵
に
縣
犬
養
連
大
伴
の
鞍
馬
に
遇
ひ
、
因
り
て
御
駕

す
。
乃
ち
皇
后
は
、
輿
に
載
せ
て
従
せ
し
む
。
津
振
川
に
逮
り
て
、
車
駕
始

め
て
至
れ
り
。
便
ち
乗
す
。
是
の
時
に
、
元
よ
り
従
へ
る
者
、
草
壁
皇
子
・

忍
壁
皇
子
、
及
び
舍
人
朴
井
連
雄
君
・
縣
犬
養
連
大
伴
・
佐
伯
連
大
目
・
大

伴
連
友
国
・
稚
桜
部
臣
五
百
瀬
・
書
首
根
摩
呂
・
書
直
智
徳
・
山
背
直
小

林
・
山
背
部
小
田
・
安
斗
連
智
徳
・
調
首
淡
海
の
類
、
二
十
有
余
人
、
女

嬬
十
有
余
人
な
り
。
即
日
に
、
菟
田
の
吾
城
に
到
る
。
大
伴
連
馬
来
田
・
黄

書
造
大
伴
、
吉
野
宮
よ
り
追
ひ
て
至
け
り
。
此
の
時
に
、
屯
田
司
の
舍
人
土

師
連
馬
手
、
従
駕
者
の
食
を
供
る
。
甘
羅
村
を
過
ぎ
、
獵
者
二
十
余
人
有
り
。

大
伴
朴
本
連
大
国
、
獵
者
の
首
た
り
。
則
ち
悉
に
喚
し
て
従
駕
せ
し
む
。
亦

美
濃
王
を
徴
す
。
乃
ち
参
赴
り
て
従
る
。
湯
沐
の
米
を
運
ぶ
伊
勢
国
の
駄
五

十
匹
、
菟
田
郡
家
の
頭
に
遇
ひ
ぬ
。
仍
り
て
皆
米
を
棄
て
て
、
歩
者
を
乗
ら

し
む
。
大
野
に
到
り
て
日
落
れ
ぬ
。
山
暗
く
し
て
進
行
す
る
こ
と
能
は
ず
。

則
ち
当
邑
の
家
の
籬
を
壊
ち
取
り
て
燭
と
す
。
夜
半
に
及
り
て
隠
郡
に
到
り

て
、
隠
駅
家
を
焚
く
。
因
り
て
邑
の
中
に
唱
ひ
て
曰
は
く
、「
天
皇
、
東
国
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に
入
り
ま
す
。
故
、
人
夫
諸
参
赴
ふ
。」
と
い
ふ
。
然
る
に
一
人
も
来
肯
へ
ず
。

横
河
に
及
ら
む
と
す
る
に
、
黒
雲
有
り
。
広
さ
十
余
丈
に
し
て
天
に
経
れ
り
。

時
に
、
天
皇
異
び
た
ま
ふ
。
則
ち
燭
を
挙
げ
て
親
ら
式
を
秉
り
て
、
占
ひ
て

曰
は
く
、「
天
下
両
つ
に
分
れ
む
祥
な
り
。
然
れ
ど
も
朕
遂
に
天
下
を
得
む

か
」
と
の
た
ま
ふ
。
即
ち
急
行
し
て
伊
賀
郡
に
到
り
て
、
伊
賀
駅
家
を
焚
く
。

伊
賀
の
中
山
に
逮
り
て
、
当
国
の
郡
司
等
、
数
百
の
衆
を
率
て
帰
り
ま
つ
る
。

『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
元
年
（
六
七
二
）
六
月
甲
申
条
）

（
前
略
）
是
日
。
到
山
辺
郡
竹
谿
村
堀
越
頓
宮
。

（（
前
略
）
是
の
日
、
山
辺
郡
竹つ

谿け

村
堀
越
頓
宮
に
到
る
。
『
続
日
本
紀
』
天

平
十
二
年
（
七
四
〇
）
十
月
壬
午
条
）

車
駕
到
伊
賀
国
名
張
郡
。

（
車
駕
伊
賀
国
名
張
郡
に
到
る
。
『
同
』
天
平
十
二
年
十
月
癸
未
条
）

開
大
倭
国
都
祁
山
之
道
。

（
大
倭
国
都つ

祁げ

山
の
道
を
開
く
。
『
同
』
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
六
月
庚
申

条
）

　
右
に
挙
げ
た
史
料
の
う
ち
、
一
つ
目
は
壬
申
の
乱
の
記
事
の
一
部
で
あ
り
、

大
和
国
の
吉
野
、
宇
陀
、
そ
し
て
伊
賀
国
の
名
張
へ
と
大
海
人
皇
子
が
通
っ

た
ル
ー
ト
が
わ
か
る
。
二
つ
目
と
三
つ
目
は
天
平
十
二
年
の
藤
原
広
嗣
の
乱

の
発
生
時
に
聖
武
天
皇
が
伊
勢
国
へ
行
幸
し
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。
四
つ
目
は

霊
亀
元
年
に
伊
賀
国
に
通
じ
る
都
祁
山
道
が
開
か
れ
た
記
事
で
あ
る
。『
日

本
書
紀
』
の
記
事
も
八
世
紀
段
階
の
状
況
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
復
元
さ
れ
る
ル
ー
ト
は
、
平
城
京
か
ら
直
接
東
に
向

か
う
も
の
で
は
な
く
、
一
度
南
下
し
て
か
ら
東
へ
山
を
越
え
て
い
く
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
の
藤
原
京
や
飛
鳥
の
方
へ
向
か
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
東
へ
向
か
う
と
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
　「
ひ
な
」
の
存
在

一
　「
ひ
な
」
の
登
場

阿
麻
社
迦
留 

比
奈
尓
伊
都
等
世 

周
麻
比
都
都 

美
夜
故
能
提
夫
利 

和

周
良
延
尓
家
利

（
天
離
る
ひ
な
に
五い
つ

年と
せ

住
ま
ひ
つ
つ
み
や
こ
の
て
ぶ
り
忘
ら
え
に
け
り
　
巻

五
・
八
八
〇 

山
上
憶
良
）

　『
万
葉
集
』
に
は
、「
み
や
こ
」
に
対
す
る
よ
う
に
「
ひ
な
」
の
語
が
現
れ

る
。
中
西
進
氏
に
よ
れ
ば
、「
ひ
な
」
と
は
都
人
の
自
意
識
で
あ
り（

（2
（

、
飯
泉

健
司
氏
に
よ
れ
ば
「
ヒ
ナ
ビ
」
と
は
都
人
の
感
性
に
よ
っ
て
発
生
す
る
も
の
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で
あ
る
と
い
う（

（2
（

。
吉
川
氏
も
、
都
と
い
う
観
念
が
生
じ
て
く
る
に
伴
っ
て
鄙

と
い
う
観
念
が
生
じ
て
く
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
同
じ

く
吉
川
氏
が
言
う
律
令
制
の
確
立
に
伴
っ
て
地
方
任
官
な
ど
地
方
へ
赴
く
機

会
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た
仁
藤
敦
史
氏
の
言
う
都
城
制
や
国
司
制
の
成
立
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

　
確
か
に
、「
ひ
な
」
と
い
う
語
は
主
に
地
方
に
下
っ
た
官
人
の
歌
の
中
に

現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
城
京
の
時
代
以
降
の

こ
と
で
あ
る
（
表
２
参
照
）。「
み
や
こ
」
が
平
城
京
の
一
か
所
へ
と
収
束
し

て
い
く
一
方
で
、「
ひ
な
」
の
語
も
興
隆
を
み
た
。
平
城
京
の
時
代
に
実
体

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
「
み
や
こ
」
と
実
体
験
と
し
て
の
「
ひ
な
」
は
ど
ち

ら
も
生
活
体
験
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
表
裏
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、「
ひ
な
」
に
触
れ
た
官
人
は
、
章
の
冒
頭
に
掲
げ
た
歌
の
よ
う
に

「
み
や
こ
」
へ
の
望
郷
の
思
い
を
歌
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の

研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
ひ
な
」
と
は
「
み
や
こ
」
に
対
立
す
る
も

の
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　「
ひ
な
」
が
実
際
に
そ
れ
に
触
れ
た
中
央
官
人
の
中
に
生
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
方
の
人
が
「
ひ
な
」
を
詠
ん
だ
例
が
な
い
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
。
地
方
に
住
む
人
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
自
身
の
故
郷
を

「
く
に
」
と
表
現
し
て
い
る
。

都
久
之
閇
尓 

敝
牟
加
流
布
祢
乃 

伊
都
之
加
毛 

都
加
敝
麻
都
里
弖 

久

尓
尓
閇
牟
可
毛

（
筑
紫
辺
に
舳
向
か
る
船
の
い
つ
し
か
も
仕
へ
奉
り
て
く
に
に
舳
向
か
も
　

巻
二
十
・
四
三
五
九
　
防
人
歌
・
若
麻
続
部
羊
）

 

一
方
で
地
方
に
赴
く
こ
と
の
な
い
都
人
は
地
方
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
用
例
が
、
次
の
歌
で
あ
る
。

比
等
久
尓
波 

須
美
安
之
等
曽
伊
布 

須
牟
也
気
久 

波
也
可
反
里
万
世 

古
非
之
奈
奴
刀
尓

（
ひ
と
く
に
は
住
み
悪
し
と
そ
い
ふ
速
け
く
は
や
帰
り
ま
せ
恋
ひ
死
な
ぬ
と

に
　
巻
十
五
・
三
七
四
八
）

比
等
久
尓
尓 

伎
美
乎
伊
麻
勢
弖 

伊
都
麻
弖
可 

安
我
故
非
乎
良
牟 

等

伎
乃
之
良
奈
久

（
ひ
と
く
に
に
君
を
い
ま
せ
て
何
時
ま
で
か
我
が
恋
ひ
居
ら
む
時
の
知
ら
な

く
　
巻
十
五
・
三
七
四
九
）

　
右
は
、
越
前
国
に
配
流
に
な
っ
た
中
臣
宅
守
と
歌
の
贈
答
を
し
た
狭
野
弟

上
娘
子
の
歌
で
あ
る
。「
ひ
な
」
を
知
ら
な
い
都
人
に
と
っ
て
は
、
地
方
は

「
ひ
と
く
に
」、
つ
ま
り
よ
そ
の
国
と
い
う
関
わ
り
の
な
い
隔
た
っ
た
場
所
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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二
　「
ひ
な
」
に
お
け
る
詠
歌
の
場

　「
ひ
な
」
に
お
け
る
歌
が
ど
こ
で
詠
ま
れ
た
か
を
見
て
い
く
と
、
そ
の
多

く
が
地
方
官
の
館
や
駅
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
巻
五
に
は

「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
」
と
し
て
大
宰
帥
大
伴
旅
人
宅
で
開
か
れ
た
宴
で
の

歌
群
が
あ
る
。
そ
の
宴
で
の
歌
の
作
者
は
、
大
宰
府
や
西
海
道
諸
国
の
官
人

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
子
家
持
も
、
越
中
国
と
因
幡
国
の
国
司
と
し
て
赴
任
中

に
、
館
で
宴
を
催
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

五
年
春
正
月
庚
子
朔
。
天
皇
御
中
宮
宴
侍
臣
。
自
余
五
位
已
上
者
、
賜

饗
於
朝
堂
。
越
前
国
献
白
鳥
。

（
五
年
春
正
月
庚
子
朔
。
天
皇
中
宮
に
御
し
て
侍
臣
に
宴
す
。
自
余
の
五
位

已
上
の
者
は
、
饗
を
朝
堂
に
賜
ふ
。
越
前
国
白
鳥
を
献
ず
。
『
続
日
本
紀
』

天
平
五
年
（
七
三
三
）
正
月
庚
子
条
）

　
右
の
よ
う
に
、
平
城
京
で
は
朝
堂
に
お
い
て
官
人
が
集
う
宴
が
多
く
催
さ

れ
て
い
る
。「
ひ
な
」
で
の
歌
に
現
れ
る
生
活
空
間
は
地
方
官
の
館
で
あ
る
。

「
ひ
な
」
に
お
け
る
歌
の
場
は
ま
さ
に
国
府
が
「
遠
の
朝
廷
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
そ
こ
に
再
現
さ
れ
た
「
み
や
こ
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
先
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人
宅
で
詠
ま
れ
た
歌
の
中
に

烏
梅
能
波
奈 

伊
麻
佐
可
利
奈
理 

意
母
布
度
知 

加
射
之
尓
斯
弖
奈 

伊

麻
佐
可
利
奈
理

（
梅
の
花
今
盛
り
な
り
思
ふ
ど
ち
か
ざ
し
に
し
て
な
今
盛
り
な
り
　
巻
五
・

八
二
〇 

葛
井
大
成
）

と
い
う
歌
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
同
じ
『
万
葉
集
』
中
に

百
礒
城
之 

大
宮
人
者 

暇
有
也 

梅
乎
挿
頭
而 

此
間
集
有

（
も
も
し
き
の
大
宮
人
は
暇
あ
れ
や
梅
を
か
ざ
し
て
こ
こ
に
集
へ
る
　
巻
十
・

一
八
八
三 

作
者
不
明
）

と
い
う
歌
が
見
え
、
時
代
は
下
る
が
歴
史
史
料
に
も
、

戊
申
。
御
紫
宸
殿
賜
飲
。
群
臣
酔
舞
、
帝
弾
琴
而
歌
、
楽
只
叵
談
。
有

詔
賜
花
葉
之
簪
、
人
々
挿
頭
詠
歌
。
投
暮
右
近
衛
奏
楽
。
宴
畢
、
賜
群

臣
衣
被
。

（
戊
申
。
紫
宸
殿
に
御
し
て
飲
を
賜
ふ
。
群
臣
酔
舞
し
、
帝
琴
を
弾
き
て
歌

ひ
、
楽
し
み
只
談
じ
叵
し
。
詔
有
り
て
花
葉
の
簪
を
賜
ひ
、
人
々
頭
に
挿
し

て
歌
を
詠
む
。
投
暮
に
右
近
衛
楽
を
奏
す
。
宴
畢
り
て
、
群
臣
衣
被
を
賜
ふ
。

『
日
本
後
紀
』
逸
文
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
十
月
戊
申
条
、『
類
聚
国
史
』

三
二
天
皇
遊
宴
・
七
七
琴
、『
日
本
紀
略
』
同
日
条
）
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と
い
う
記
事
が
確
認
で
き
る
。
花
を
か
ざ
し
て
歌
を
詠
む
行
為
は
「
み
や

こ
」
で
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
行
為
の
類
似
性
か
ら
も
、「
ひ
な
」
で
の
歌

が
「
み
や
こ
」
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　「
ひ
な
」
で
は
「
み
や
こ
」
を
再
現
し
た
場
に
お
い
て
「
み
や
こ
」
を
詠

ん
だ
が
、
官
人
た
ち
は
京
中
に
お
い
て
「
み
や
こ
」
を
歌
う
こ
と
は
な
い
。

そ
こ
が
実
際
の
「
み
や
こ
」
と
再
現
さ
れ
た
「
み
や
こ
」
の
明
ら
か
な
相
違

点
で
あ
る
。「
ひ
な
」
に
お
い
て
「
み
や
こ
」
を
再
現
す
る
こ
と
に
も
、「
み

や
こ
」
と
い
う
場
へ
の
強
い
思
慕
の
情
が
表
れ
て
い
る
。

　
前
節
で
「
ひ
な
」
も
生
活
体
験
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、

『
万
葉
集
』
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
生
活
は
多
く
が
国
司
の
館
、
あ
る
い
は
駅

家
な
ど
の
地
方
に
置
か
れ
た
中
央
の
施
設
で
あ
る
。「
ひ
な
」
で
の
詠
歌
は
、

「
み
や
こ
」
で
の
歌
の
よ
う
に
郊
外
を
持
た
な
い
う
え
、
国
内
巡
行
な
ど
を

除
い
て
、
旅
し
て
移
動
し
て
い
く
と
い
う
広
が
り
が
少
な
い
。
そ
れ
は
、
平

城
京
の
よ
う
に
、
自
ら
の
生
活
拠
点
と
し
て
馴
染
み
の
あ
る
土
地
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

三
　「
ひ
な
」
へ
の
視
線

　
同
じ
「
ひ
な
」
と
い
え
ど
も
、
歌
を
詠
ん
だ
人
物
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
へ

の
態
度
は
異
な
る
。
代
表
的
な
も
の
は
大
伴
旅
人
と
そ
の
子
家
持
で
あ
る
。

　
大
久
保
広
行
氏
は
、
旅
人
に
と
っ
て
の
現
実
の
筑
紫
を
「
筑
紫
の
ど
ん
な

に
見
事
な
風
物
や
景
観
も
、
旅
人
に
と
っ
て
は
倭
の
景
を
想
起
さ
せ
る
単
な

る
契
機
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
し
、
そ
れ
は
倭
の
優
位
性
を

絶
対
視
す
る
態
度
に
根
差
す
も
の
と
す
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
家
持
は
越

中
の
独
特
の
景
物
に
目
を
と
め
て
、
鄙
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努

め
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。
広
岡
義
隆
氏
は
、
家
持
が
天
平
十
二
年
（
七

四
〇
）
春
の
出
挙
巡
行
を
契
機
と
し
て
、
越
中
の
風
土
を
正
視
し
、
鄙
を
鄙

と
し
て
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
家
持
の
「
み
や
こ
を

も
こ
こ
も
同
じ
と
」（
巻
十
九
・
四
一
五
四
）
と
い
う
表
現
を
旅
人
の
同
様
の

「
や
ま
と
も
こ
こ
も
同
じ
と
そ
思
ふ
」（
巻
六
・
九
五
六
）
と
い
う
歌
句
と
比

較
し
、
そ
の
背
景
を
分
析
し
た
上
で
、
父
旅
人
と
は
異
な
り
素
直
な
述
懐
と

し
て
表
出
さ
れ
て
お
り
、
鄙
の
風
土
に
腰
を
下
ろ
し
た
安
定
し
た
心
情
で
あ

る
と
し
て
い
る（

（3
（

。

安
麻
射
可
流 

比
奈
等
毛
之
流
久 

許
己
太
久
母 

之
気
伎
孤
悲
可
毛 

奈

具
流
日
毛
奈
久

（
天
離
る
ひ
な
と
も
繁
く
こ
こ
だ
く
も
繁
き
恋
か
も
和
ぐ
る
日
も
な
く
　
巻

十
七
・
四
〇
一
九
）

東
風
〈
越
俗
語
東
風
謂
之
安
由
乃
可
是
也
〉
伊
多
久
布
久
良
之 

奈
呉

乃
安
麻
能 

都
利
須
流
乎
夫
祢 

許
芸
可
久
流
見
由

（
あ
ゆ
の
風
〈
越
の
俗
語
に
東
の
風
を
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
と
謂
ふ
〉
い
た
く

吹
く
ら
し
奈
呉
の
海あ

人ま

の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
　
巻
十
七
・
四
〇
一
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七
）

従
珠
洲
郡
発
船
還
治
布
之
時
、
泊
長
浜
湾
仰
見
月
光
作
歌
一
首

珠
洲
能
宇
美
尓 

安
佐
妣
良
伎
之
弖 

許
芸
久
礼
婆 

奈
我
波
麻
能
宇
良

尓 

都
奇
氐
理
尓
家
里

（
珠
洲
の
海
に
朝
開
き
し
て
漕
ぎ
来
れ
ば
長
浜
の
浦
に
月
照
り
に
け
り
　
巻

十
七
・
四
〇
二
九
）

　
家
持
は
右
の
一
首
目
の
よ
う
に
越
中
を
は
っ
き
り
と
「
ひ
な
」
と
称
し
て

は
い
る
が
、
二
首
目
と
三
首
目
の
よ
う
に
「
み
や
こ
」
に
は
な
い
「
ひ
な
」

の
景
物
と
し
て
海
を
詠
み
込
ん
だ
り
、
越
中
方
言
を
歌
に
取
り
入
れ
た
り
す

る
の
に
対
し
、
旅
人
は
現
地
の
景
物
を
「
み
や
こ
」
で
見
た
景
物
と
の
比
較

対
象
と
す
る
。
次
に
歌
を
例
示
す
る
。

帥
大
伴
卿
遥
思
芳
野
離
宮
作
歌
一
首

隼
人
乃 

湍
門
乃
磐
母 

年
魚
走 

芳
野
之
瀧
尓 

尚
不
及
家
里

（
隼
人
の
瀬
戸
の
磐
も
年あ

魚ゆ

走
る
吉
野
の
滝
に
な
ほ
及し

か
ず
け
り
　
巻
六
・

九
六
〇
）

　
特
に
大
宰
府
は
、
交
易
の
拠
点
と
な
り
、
平
城
京
と
の
結
び
つ
き
も
強
い

土
地
で
あ
る
。
旅
人
の
「
み
や
こ
」
へ
の
強
い
思
慕
は
、
そ
う
し
た
土
地
柄

も
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
氏
の
指
摘
は
お
お
む
ね
妥
当
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
も
そ
も
大
宰
府
と
越
中
で
は
地
理
的
条
件
が

大
き
く
異
な
る
。「
ひ
な
」
と
い
う
共
通
の
語
で
描
写
さ
れ
て
い
て
も
、
そ

の
内
実
は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　「
み
や
こ
」
と
「
ひ
な
」
と
い
う
語
の
上
で
は
同
様
の
対
比
で
も
、
個
々

の
歌
人
の
「
ひ
な
」
の
取
材
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
は
、

自
ら
が
赴
い
た
土
地
し
か
実
体
験
と
し
て
は
知
り
得
な
い
。

　
た
だ
し
、「
は
じ
め
に
」
第
二
節
で
挙
げ
た
流
人
の
石
上
乙
麻
呂
や
中
臣

宅
守
に
関
し
て
は
事
情
が
異
な
る
と
考
え
る
。『
万
葉
集
』
に
即
す
る
限
り

は
、「
は
じ
め
に
」
に
挙
げ
た
歌
の
よ
う
に
「
み
や
こ
」
を
出
て
い
く
道
中

か
、
現
地
に
お
い
て
も
「
み
や
こ
」
へ
の
志
向
だ
け
が
描
か
れ
る
。
編
者
の

意
図
や
歌
の
母
数
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
流
人
の
歌
に
「
ひ
な
」
そ

の
も
の
は
現
れ
な
い
。
同
様
に
「
は
じ
め
に
」
第
二
節
で
挙
げ
た
遣
新
羅
使

も
「
ひ
な
」
を
詠
む
が
、
停
泊
地
ご
と
に
歌
を
詠
み
、
そ
の
景
物
や
地
名

を
「
み
や
こ
」
の
家
や
親
し
い
人
間
へ
の
思
慕
と
結
び
つ
け
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
旅
人
の
よ
う
な
、「
み
や
こ
」
と
の
比
較
で
は
な

く
、
目
の
前
の
景
色
か
ら
の
連
想
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
二
首
を
例

示
す
る
。

安
波
思
麻
能 

安
波
自
等
於
毛
布 

伊
毛
尓
安
礼
也 

夜
須
伊
毛
祢
受

弖 

安
我
故
非
和
多
流
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（
粟
島
の
逢
は
じ
と
思
ふ
妹
に
あ
れ
や
安や
す
い眠

も
寝
ず
て
我
が
恋
ひ
わ
た
る
　

巻
十
五
・
三
六
三
三
）

多
可
之
伎
能 
母
美
知
乎
見
礼
婆 

和
芸
毛
故
我 

麻
多
牟
等
伊
比
之 

等

伎
曽
伎
尓
家
流

（
竹た
か

敷し
き

の
黄
葉
を
見
れ
ば
我
妹
子
が
待
た
む
と
言
ひ
し
時
そ
来
に
け
る
　
巻

十
五
・
三
七
〇
一
）

　
遣
新
羅
使
の
場
合
、
異
国
の
地
へ
行
く
た
め
か
、
国
司
の
よ
う
な
「
み
や

こ
」
と
「
ひ
な
」
と
い
う
大
き
な
対
比
も
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に

旅
先
と
家
と
い
う
小
さ
な
範
囲
同
士
の
対
比
の
傾
向
も
見
ら
れ
る
。

　
平
城
京
の
時
代
に
は
「
み
や
こ
」
は
明
確
に
一
つ
の
場
を
指
す
が
、「
ひ

な
」
は
共
通
に
認
識
さ
れ
る
具
体
的
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
つ
の
具

体
的
な
存
在
と
し
て
の
「
み
や
こ
」
と
、
各
地
に
遍
在
し
、
様
々
な
様
相
を

持
つ
「
ひ
な
」
と
い
う
対
比
も
重
要
と
な
る
。
し
か
し
、
内
実
は
異
な
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
の
人
々
に
と
っ
て
は
表
現
の
上
で
は
同
じ
「
ひ
な
」

で
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　「
ゐ
な
か
」
と
「
ふ
る
さ
と
」

　「
ひ
な
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
、

同
様
に
「
み
や
こ
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
ゐ
な
か
」「
ふ
る
さ
と

／
ふ
り
に
し
さ
と
」
に
つ
い
て
は
今
ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
考

察
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
ゐ
な
か
」「
ふ
る
さ
と
／
ふ
り
に
し
さ

と
」
が
「
み
や
こ
」「
ひ
な
」
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
考
察
す
る
。

　「
ゐ
な
か
」
は
、『
万
葉
集
』
に
次
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
第
一
章
第

一
節
で
も
引
用
し
た
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
に
知
造
難
波
宮
事
に
任
じ
ら

れ
た
藤
原
宇
合
の
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
訓
読
の
み
掲
げ
る
。

昔
こ
そ
難
波
ゐ
な
か
と
言
わ
れ
け
め
今
み
や
こ
引
き
み
や
こ
び
に
け
り
　

（
巻
三
・
三
一
二
）

　
こ
の
一
例
を
も
っ
て
当
時
の
「
ゐ
な
か
」
が
何
で
あ
る
か
を
断
定
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
歴
史
的
な
背
景
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　
千
田
稔
氏
は
、
先
に
挙
げ
た
三
一
二
番
歌
に
つ
い
て
「
都
び
」
と
「
田

舎
」
の
風
景
の
落
差
を
詠
ん
で
い
る
と
し
た（

（3
（

。
ま
た
、
こ
れ
も
第
一
章
第
一

節
で
既
出
だ
が
、

大
君
は
神
に
し
い
ま
せ
ば
赤
駒
の
腹
這
ふ
田
居
を
み
や
こ
と
成
し
つ
　

（
巻
十
九
・
四
二
六
〇
）

の
歌
も
「
都
」
と
「
田
居
」
の
風
景
的
落
差
を
詠
ん
で
い
る
と
し
、『
今
昔

物
語
集
』
に
現
れ
る
「
田
居
中
」
と
い
う
語
を
引
き
合
い
に
、「
ヰ
ナ
カ
」
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の
語
源
は
「
タ
ヰ
ナ
カ
」
か
ら
「
タ
」
が
脱
落
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
西
尾
和
美
氏
は
、
三
一
二
番
歌
で
は
、
難
波
が
ど
の
よ
う

な
風
景
の
た
め
に
「
居
中
」
と
呼
ば
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
し
、『
万
葉
集
』
段
階
で
は
、
農
作
業
が
営
ま
れ
る
田
そ
の
も
の
は
「
田

居
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、「
ゐ
な
か
」
の
語
彙
が
田
や
農

作
業
の
風
景
と
一
般
的
に
つ
な
が
る
と
は
確
証
で
き
な
い
と
述
べ
た（

（3
（

。
仁

藤
氏
は
「
景
観
的
変
化
を
中
心
と
し
た
意
識（

（3
（

」、「『
み
や
こ
』
と
『
い
な
か
』

は
遷
都
に
よ
り
互
換
さ
れ
う
る
も
の
」
と
指
摘
し（

（3
（

、
上
野
誠
氏
は
「
景
観
の

変
化
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
建
物
の
造
営
な
ど
に
よ
っ
て
人
為
的
に

「
差
」
が
解
消
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。

　
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
た
う
え
で
「
ゐ
な
か
」
と
い
う
語
を
分
析
し

て
い
く
。
四
二
六
〇
番
歌
の
「
み
や
こ
と
成
し
つ
」
と
い
う
表
現
に
比
べ
、

「
み
や
こ
び
」
の
「
び
」
と
い
う
表
現
に
は
、
土
地
の
属
性
そ
の
も
の
を
変

え
る
の
で
は
な
く
風
景
や
印
象
を
「
み
や
こ
」
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
ら
れ
る
。
千
田
、
仁
藤
、
上
野
各
氏
の
風
景
や
景
観
に

関
す
る
と
い
う
指
摘
は
首
肯
で
き
る
が
、
西
尾
氏
の
い
う
通
り
い
か
な
る
風

景
で
あ
っ
た
か
は
知
り
得
な
い
。
さ
ら
に
千
田
氏
は
「
田
」
の
あ
る
風
景
を

想
定
し
、
上
野
氏
は
「
水
沼
」
や
「
田
居
」
の
よ
う
な
景
観
が
ふ
さ
わ
し
い

と
し
て
い
る（

（3
（

。

然
と
あ
ら
ぬ
五
百
代
小
田
を
刈
り
乱
り
田た
ぶ
せ廬

に
居
れ
ば
み
や
こ
し
思
ほ

ゆ
　（
巻
八
・
一
五
九
二
）

　
右
の
歌
は
第
一
章
第
二
節
に
挙
げ
た
、
大
和
国
の
竹
田
庄
に
お
い
て
大
伴

坂
上
郎
女
が
詠
ん
だ
歌
の
再
掲
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
「
み
や
こ
」
と
の

対
比
で
「
田
」
と
限
定
さ
れ
た
場
を
詠
む
歌
が
あ
る
こ
と
と
、
水
上
交
通

な
ど
で
重
要
な
地
で
あ
っ
た
当
時
の
難
波
の
状
況
を
考
え
る
と
成
立
し
が
た

い
推
測
で
あ
る
。「
ゐ
な
か
」
と
は
「
み
や
こ
」
に
な
り
う
る
土
地
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
な
土
地
の
様
子
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

「
み
や
こ
」
に
な
る
以
前
の
風
景
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
「
み
や
こ
」
と
相
互
に
変
化
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
「
ふ
る
さ
と
」
と
の
関
連
で
も
触
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
「
ふ
る
さ
と
／
ふ
り
に
し
さ
と
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。「
ふ
る
さ
と
」
が
詠
ま
れ
る
歌
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
、
旧
都
と
新
都
の
対
比
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
ふ
る
さ

と
／
ふ
り
に
し
さ
と
」
と
は
現
在
の
「
み
や
こ
」
に
対
す
る
古
い
「
み
や

こ
」
の
み
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
伴
坂
上
郎
女
詠
元
興
寺
之
里
歌
一
首

古
郷
之 

飛
鳥
者
雖
有 

青
丹
吉 

平
城
之
明
日
香
乎 

見
楽
思
好
裳

（
古
郷
の
明
日
香
は
あ
れ
ど
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
明
日
香
を
見
ら
く
し
良
し

も
　
巻
六
・
九
九
二
）
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仁
藤
氏
は
、「
飛
鳥
、
藤
原
、
難
波
な
ど
豪
族
の
旧
居
住
地
を
情
緒
的
に

『
ふ
る
さ
と
』
と
表
現
し
、
景
観
的
に
『
い
な
か
』
と
表
現
す
る
」
こ
と
を

指
摘
し
、「『
ひ
な
』
と
『
ふ
る
さ
と
』『
い
な
か
』
は
『
み
や
こ
』
を
間
に

挟
ん
で
対
置
さ
れ
る
概
念
」
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
上
野
氏
は
、「
フ
ル
サ

ト
」「
フ
リ
ニ
シ
サ
ト
」
の
二
つ
の
表
記
を
区
別
し
た
上
で
、「
フ
ル
サ
ト
」

の
景
観
に
は
荒
廃
し
た
姿
は
な
く
、「
フ
リ
ニ
シ
サ
ト
」
は
時
と
し
て
さ
び

れ
た
場
所
や
荒
廃
し
た
と
感
じ
る
場
所
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
る
と
の
指
摘

を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
個
人
の
「
フ
ル
サ
ト
」
と
多
く
の
万
葉
び
と
に

共
有
さ
れ
る
「
フ
ル
サ
ト
」「
フ
リ
ニ
シ
サ
ト
」
が
万
葉
集
に
共
存
し
て
い

る
と
し
、
後
者
は
共
通
に
思
慕
さ
れ
る
天
武
天
皇
を
始
発
点
と
し
た
飛
鳥
で

あ
る
と
い
う（

（4
（

。
こ
の
二
氏
の
指
摘
は
興
味
深
く
、
仁
藤
氏
の
「
豪
族
の
旧
居

住
地
」、
上
野
氏
の
各
個
人
の
「
フ
ル
サ
ト
」
と
共
有
さ
れ
る
「
フ
ル
サ
ト
」

と
い
う
、
言
葉
に
こ
め
ら
れ
た
土
地
の
性
格
に
は
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
は
、「
ふ
る
さ
と
／
ふ
り
に
し
さ
と
」
の
用
例
に
は
「
旧
都
」
と
旧

居
住
地
の
よ
う
な
「
ゆ
か
り
の
地
」
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
語

の
用
法
に
お
け
る
旧
都
と
ゆ
か
り
の
地
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
と
の
重
な
り

は
大
き
い
と
い
え
る
。
次
の
大
伴
旅
人
が
詠
ん
だ
歌
に
現
れ
る
「
香
具
山
の

ふ
り
に
し
さ
と
」
と
は
藤
原
京
で
あ
る
が
、
そ
の
地
は
旅
人
が
平
城
京
遷
都

以
前
に
か
つ
て
住
ん
で
い
た
土
地
で
あ
り
、
な
お
か
つ
旧
都
で
も
あ
る
。

萱
草 

吾
紐
二
付 

香
具
山
乃 

故
去
之
里
乎 

忘
之
為

（
忘
れ
草
わ
が
紐
に
付
く
香
具
山
の
古
り
に
し
里
を
忘
れ
む
が
た
め
　
巻
三
・

三
三
四
）

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、「
み
や
こ
」「
ゐ
な
か
」「
ふ
る
さ
と
／
ふ
り
に
し
さ

と
」
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
連
関
す
る
か
を
考
え
る
。「
は
じ
め
に
」
で

述
べ
た
よ
う
に
、
薗
田
氏
は
『
万
葉
集
』
の
時
代
の
貴
族
が
、
都
で
の
居
住

地
と
は
別
に
本
貫
地
を
持
っ
て
い
た
と
し
、
こ
れ
を
「
ゐ
な
か
」
と
呼
ん
だ

が
、
こ
こ
で
い
う
「
ゐ
な
か
」
と
は
三
一
二
番
歌
に
現
れ
る
も
の
と
は
異
な

り
、
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
の
「
ふ
る
さ
と
」
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
先
行
研
究
で
注
目
す
べ
き
は
仁
藤
氏
に
よ
る
「
ひ
な
」
と
「
ふ
る
さ
と
」

が
即
時
的
に
直
接
対
比
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
み
や
こ
」
を
媒
介
項
と

し
て
の
み
成
立
す
る
関
係
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る（

（4
（

。
飛
鳥
・
藤
原
・

平
城
・
恭
仁
が
そ
れ
ぞ
れ
「
ふ
る
さ
と
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
ひ
な
」
と
表
現
さ
れ
る
大
津
の
み
「
古
き
み
や
こ
」「
荒
れ
た
る
み
や
こ
」

と
い
う
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

過
近
江
荒
都
時
、
柿
本
朝
臣
人
麿
作
歌

（
前
略
）
何
方 

御
念
食
可
〈
或
云
、
所
念
計
米
可
〉
天
離 

夷
者
雖
有 

石
走 
淡
海
国
乃 

楽
浪
乃 

大
津
宮
尓 

天
下 

所
知
食
兼 

天
皇
之 

神

之
御
言
能 
大
宮
者 

此
間
等
雖
聞 

大
殿
者 

此
間
等
雖
云 

春
草
之 

茂

生
有 

霞
立 
春
日
之
霧
流
〈
或
云
、
霞
立
春
日
香
霧
流
〉
夏
草
香
繁
成
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奴
留 

百
磯
城
之 

大
宮
処 

見
者
悲
毛
〈
或
云
、
見
者
左
夫
思
母
〉

（（
前
略
）
い
か
さ
ま
に
　
思
ほ
し
め
せ
か
〈
或
は
云
ふ
、
お
も
ほ
し
け
め

か
〉
天
離
る
　
ひ
な
に
は
あ
れ
ど
　
石
走
る
　
淡
海
の
国
の
　
楽
浪
の
　
大

津
の
宮
に
　
天
の
下
　
知
ら
し
め
し
け
む
　
天
皇
の
　
神
の
尊
の
　
大
宮
は
　

此
処
と
聞
け
ど
も
　
大
殿
は
　
此
処
と
言
へ
ど
も
　
春
草
の
　
繁
く
生
ひ
た

る
　
霞
立
ち
　
春
日
の
霧
れ
る
〈
或
は
云
ふ
、
霞
立
ち
春
日
か
霧
れ
る
〉
夏

草
か
繁
く
な
り
ぬ
る
　
も
も
し
き
の
　
大
宮
処
　
見
れ
ば
悲
し
も
〈
或
は
云

ふ
、
見
れ
ば
さ
ぶ
し
も
〉
巻
一
・
二
九
）

　
右
の
歌
の
よ
う
に
、「
ひ
な
に
は
あ
れ
ど
」
と
い
う
表
現
に
は
本
来
「
み

や
こ
」
に
な
り
え
な
い
と
い
う
認
識
が
現
れ
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
」
は
旧

都
と
し
て
「
み
や
こ
」
と
互
換
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
来
で
あ
れ
ば

「
み
や
こ
」
に
な
る
こ
と
の
な
い
「
ひ
な
」
は
「
ふ
る
さ
と
」
に
も
な
り
え

な
い
の
で
あ
る
。

冬
十
月
幸
于
難
波
宮
時
、
笠
朝
臣
金
村
作
歌
一
首
〈
幷
短
歌
〉

忍
照 

難
波
乃
国
者 

葦
垣
乃 

古
郷
跡 

人
皆
之 

念
息
而 

都
礼
母
無
有

之
間
尓 

続
麻
成 

長
柄
之
宮
尓 

真
木
柱 

太
高
敷
而 

食
国
乎 

治
賜
者 

奧
鳥 

味
経
乃
原
尓 

物
部
乃 

八
十
伴
雄
者 

廬
為
而 

都
成
有 

旅
者
安

礼
十
方

（
押
し
照
る
　
難
波
の
国
は
　
葦
垣
の
　
古
り
に
し
郷
と
　
人
皆
の
　
思
ひ

息や
す

み
て
　
つ
れ
も
無
く
　
あ
り
し
間
に
　
績
麻
な
す
　
長
柄
の
宮
に
　
真
木

柱
　
太
高
敷
き
て
　
食を

す

国く
に

を
　
治
め
た
ま
へ
ば
　
沖
つ
鳥
　
味あ
じ

経ふ

の
原
に
　

も
の
の
ふ
の
　
八
十
伴
の
男
は
　
蘆
し
て
　
み
や
こ
な
し
た
り
　
旅
に
は
あ

れ
ど
も
　
巻
六
・
九
二
八
）

　
右
は
、
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
の
難
波
宮
行
幸
の
際
の
歌
で
あ
る
が
、
こ

図 2　本文に関連する地名（筆者作成）
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れ
は
三
一
二
番
歌
の
前
年
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
難
波
宮
造
営
時
に
は
こ
の

歌
に
詠
ま
れ
た
よ
う
な
、
人
か
ら
気
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
ふ
り
に

し
さ
と
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、「
ゐ
な
か
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
こ
の
よ
う

な
「
ふ
り
に
し
さ
と
」
の
風
景
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
ゐ
な
か
」
は
景
観
の
変
化
に
よ
っ
て
「
み
や
こ
」

た
り
え
る
場
所
で
あ
っ
た
。「
ふ
る
さ
と
」「
ふ
り
に
し
さ
と
」
は
旧
都
と
い

う
点
に
お
い
て
も
、
藤
原
京
以
前
の
「
み
や
こ
」
の
成
立
事
情
に
お
い
て

も
「
み
や
こ
」
と
深
い
関
連
を
有
す
る
場
所
を
指
し
た
。
平
安
時
代
に
な
る

と
「
ゐ
な
か
」
は
「
み
や
こ
」
と
対
立
す
る
概
念
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
が
、

『
万
葉
集
』
の
時
代
に
お
い
て
は
「
み
や
こ
」
に
対
立
す
る
も
の
は
「
ひ
な
」

で
あ
り
、「
ゐ
な
か
」「
ふ
る
さ
と
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
み
や
こ
」
が
姿
を
変
え

う
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お 

わ 

り 

に

　
以
上
、『
万
葉
集
』
を
素
材
と
し
て
、
中
央
官
人
の
「
み
や
こ
」
や
「
ひ

な
」
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
元
来
の
「
み
や
こ
」
対
「
ひ

な
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
上
で
の
対
比
に
留
ま
ら
ず
、「
み
や
こ
」
の
性
格
や
、

そ
の
周
辺
の
地
理
的
状
況
、
ま
た
「
ひ
な
」
で
詠
ま
れ
た
歌
の
背
景
な
ど
を

踏
ま
え
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
み
や
こ
」
も
「
ひ
な
」
も
と
も

に
時
代
や
土
地
に
よ
っ
て
異
な
る
側
面
が
あ
り
、
決
し
て
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ

が
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
特
に
元
来
そ

の
概
念
的
な
部
分
に
つ
い
て
の
み
議
論
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
「
ひ
な
」
を
、

具
体
的
な
「
場
所
」
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
、
そ
こ
に
赴
い
た
中
央
の

人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
活
し
、「
ひ
な
」
を
描
い
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　「
み
や
こ
」
と
い
う
語
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
意
味
が
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
は
じ
め
は
語
源
通
り
に
行
宮
を
も
指
す
広
い
使
わ

れ
方
を
し
て
い
た
が
、
次
第
に
具
体
的
な
首
都
を
示
す
語
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
首
都
と
し
て
の
「
み
や
こ
」
の
内
実
も
、
天
皇
の
居
所
で
あ
っ

た
も
の
が
官
人
の
生
活
空
間
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
決
定
的
な
変
化
が
起
こ
っ

た
の
は
平
城
京
遷
都
後
と
い
え
る
。「
み
や
こ
」
と
畿
内
と
は
一
体
の
も
の

と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、『
万
葉
集
』
に
即
す
れ
ば
、
平
城
京
以

降
の
官
人
た
ち
の
意
識
は
「
み
や
こ
」
に
集
中
し
て
お
り
、「
み
や
こ
」
の

成
立
経
緯
か
ら
も
、
官
人
た
ち
の
生
活
空
間
と
し
て
は
畿
内
ま
で
含
む
も
の

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
制
度
と
し
て
の
畿
内
を
そ
の
ま
ま
当
時
の
人
々

の
地
理
的
認
識
に
当
て
は
め
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
み
や
こ
」
と
い
う
語
は
変
遷
を
た
ど
り
、
や
が
て
は
当
時
の
都
城
を
指

す
語
へ
と
変
化
し
た
。「
ひ
な
」
と
い
う
語
は
、
そ
の
変
化
に
と
も
な
い
、

都
城
に
対
比
す
る
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ひ
な
」
と
は
、

律
令
制
が
確
立
し
、
官
人
た
ち
が
地
方
に
赴
く
よ
う
に
な
り
、「
み
や
こ
」

と
は
異
な
る
も
の
に
触
れ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
頻
出
す
る
よ
う
に
な
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る
の
は
平
城
京
以
降
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
平
城
京
へ
の
遷
都
と
そ
の
存
続

は
、
官
人
た
ち
の
「
み
や
こ
」
や
「
ひ
な
」
と
い
う
意
識
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
出
来
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
ひ
な
」
と
は
、
畿
内
で
は
な
く
心

情
的
に
「
み
や
こ
」
に
対
立
し
、
空
間
の
認
識
に
お
い
て
表
裏
を
な
す
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
ひ
な
」
は
「
み
や
こ
」
を
思
慕
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
意
識
で
あ
り
、
そ
れ
は
詠
歌
の
場
が
多
く
は
「
み
や
こ
」
で
の

場
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
み
や
こ
」

に
対
し
て
「
ひ
な
」
は
、
歌
を
詠
ん
だ
個
々
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
風
景
が

ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
非
対
称
性
が
あ
る
。
一

方
で
そ
の
実
態
に
反
し
て
、
確
固
た
る
一
つ
の
「
み
や
こ
」
に
対
し
て
全
国

に
遍
在
す
る
は
ず
の
「
み
や
こ
」
で
な
い
土
地
は
、
中
央
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
馴
染
み
の
な
い
も
の
と
し
て
「
ひ
な
」
と
い
う
同
じ
語
で
表
さ
れ
る
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
『
万
葉
集
』
に
現
れ
る
「
ゐ
な
か
」
や
「
ふ
る

さ
と
／
ふ
り
に
し
さ
と
」
と
は
異
な
り
、「
み
や
こ
」
に
は
本
来
な
り
得
な

い
、
異
質
な
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
て
培
わ
れ
た
意
識
も
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
さ
ら
に
変
質
し

て
い
く
。
律
令
制
の
変
化
に
よ
っ
て
官
人
が
地
方
に
赴
く
機
会
は
減
少
し
、

「
ひ
な
」
に
触
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。
平
城
京
よ
り
さ
ら
に
長
く
続

き
、
生
活
空
間
と
し
て
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
「
み
や
こ
」
の
平
安
京
に

対
し
、「
ひ
な
」
は
歌
枕
と
し
て
風
景
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
実
体
験
の

裏
打
ち
が
な
い
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
平
安
時
代
に
は
、「
ゐ
な
か
」

の
使
用
頻
度
が
増
え
て
ゆ
く
。

　
本
稿
で
は
、「
み
や
こ
」
と
「
ひ
な
」
に
主
な
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
畿

内
制
と
の
関
連
は
少
し
触
れ
る
に
留
ま
っ
た
。「
ゐ
な
か
」「
ふ
る
さ
と
／
ふ

り
に
し
さ
と
」
と
の
比
較
も
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
「
み
や
こ
」
と
畿

内
、
あ
る
い
は
畿
内
と
「
ひ
な
」
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
、「
ゐ
な
か
」

「
ふ
る
さ
と
／
ふ
り
に
し
さ
と
」
の
語
に
関
し
て
も
よ
り
深
く
考
察
す
る
こ

と
で
、
当
時
の
制
度
と
地
理
的
認
識
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
を
よ
り
詳
し
く
理
解
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
は
『
万

葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
時
代
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
後
代
の
意
識
に
つ
い
て
、

平
安
京
の
成
立
や
律
令
制
の
変
化
な
ど
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
も
今
後

の
課
題
と
な
ろ
う
。

註（
１
）　
薗
田
香
融
「
万
葉
貴
族
の
生
活
圏
」『
万
葉
』
八
、
一
九
五
三
年

（
2
）　
中
西
進
『
万
葉
史
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
六
八
年

（
3
）　
吉
川
貫
一
「
万
葉
集
に
お
け
る
都
と
鄙
」『
文
林
』
一
六
、
一
九
八
一
年

（
4
）　
大
津
透
「
万
葉
人
の
生
活
空
間
」『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年

（
5
）　
石
上
乙
麻
呂
に
関
し
て
は
、「
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
坐
久
米
連
若
売
、
配
︱二

流
土
左

国
一

。
若
売
配
二

下
総
国
一

焉
。」（『
続
日
本
紀
』
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
三
月
庚
申

条
）
と
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。
中
臣
宅
守
に
関
し
て
は
、
配
流
さ
れ
た
記
事
は
見

え
な
い
が
、『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
六
月
庚
午
条
に
お
い
て
流
人
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の
赦
免
が
行
わ
れ
た
際
に
、「
小
野
王
・
日
奉
弟
日
女
・
石
上
乙
麻
呂
・
牟
礼
大
野
・

中
臣
宅
守
・
飽
海
古
良
比
不
レ

在
二

赦
限
一

。」
と
し
て
、
赦
免
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。

（
6
）　
小
澤
毅
『
日
本
古
代
宮
都
構
造
の
研
究
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
七
―

二
〇
八
頁

（
7
）　
吉
川
、
前
掲
註
（
３
）
論
文
、
二
―
三
頁
。
こ
の
他
に
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
も

「
宮
処
野
。〈
朽
網
郷
所
︱二

在
之
野
一

。〉
同
天
皇
、
為
レ

征
︱二

伐
土
蜘
蛛
一

之
時
、
起
二

行

宮
於
此
野
一

。
是
以
、
名
曰
二

宮
処
野
一

。」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

（
8
）　
岸
俊
男
「
記
紀
・
万
葉
集
の
ミ
ヤ
コ
」『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
年
、
二
三
一
頁

（
9
）　「
是
月
、
即
命
二

有
司
一

、
経
︱二

始
帝
宅
一

。」（『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前
紀
己

未
年
三
月
是
月
条
）

（
１０
）　
岸
俊
男
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』（
前
掲
）。
小
澤
、
前
掲
註
（
６
）
書
、
二
〇

八
頁

（
１１
）　
諸
注
釈
書
の
通
説
的
な
見
解
は
飛
鳥
浄
御
原
宮
で
あ
る
が
、
岸
氏
に
よ
れ
ば
天
武

朝
の
倭
京
を
指
し
（「
万
葉
歌
の
歴
史
的
背
景
」『
宮
都
と
木
簡

―
よ
み
が
え
る
古

代
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）、
土
橋
寛
氏
に
よ
れ
ば
持
統
朝
の
藤
原
京
で

あ
る
と
す
る
（「
伝
飛
鳥
板
蓋
宮
址
出
土
の
木
簡
と
万
葉
集
」『
土
橋
寛
論
文
集
　
上
　

萬
葉
集
の
文
学
と
歴
史
』
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
）。

（
１２
）　『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
六
年
（
六
六
七
）
三
月
乙
卯
条
に
「
遷
︱二

都
近
江
一

。」
と

近
江
に
遷
都
し
、
同
じ
く
天
武
天
皇
元
年
是
歳
条
に
「
是
歳
、
営
三

宮
︱二

室
於
岡
本
宮

南
一

。
即
冬
、
遷
以
居
焉
。
是
謂
飛
鳥
浄
御
原
宮
。」
と
飛
鳥
に
宮
を
戻
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。

（
１３
）　「
遷
︱二

居
藤
原
宮
一

。」（『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
八
年
（
六
九
四
）
十
二
月
乙
卯

条
）
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

（
１４
）　
小
澤
、
前
掲
註
（
６
）
書
、
二
〇
二
頁

（
１５
）　
吉
川
、
前
掲
註
（
３
）
論
文
、
一
〇
頁

（
１６
）　
遷
都
の
詔
（『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
二
月
戊
寅
条
）
が
出
さ
れ
た

後
、「
始
遷
︱二

都
于
平
城
一

。」（『
同
』
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
三
月
戊
午
条
）
と
あ
り
、

詔
の
二
年
後
に
遷
都
し
た
。

（
１７
）　
浅
野
充
「
律
令
国
家
と
宮
都
の
成
立
」『
日
本
古
代
の
国
家
形
成
と
都
市
』
校
倉

書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
五
八
頁

（
１８
）　『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
十
二
月
戊
午
条
に
「
是
日
、
右
大
臣
橘

宿
祢
諸
兄
、
在
レ

前
而
発
、
経
︱二

略
山
背
国
相
楽
郡
恭
仁
郷
一

。
以
擬
二

遷
都
一

故
也
。」

と
あ
り
、『
同
』
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
二
月
庚
申
条
に
「
左
大
臣
宣
レ

勅
云
、
今

以
二

難
波
宮
一

定
為
二

皇
都
一

。」
と
あ
る
。

（
１９
）　
孝
徳
天
皇
の
遷
都
は
「
天
皇
遷
︱二

都
難
波
長
柄
豊
埼
一

。」（『
日
本
書
紀
』
大
化
元

年
（
六
四
五
）
十
二
月
癸
卯
条
）、
副
都
に
な
っ
た
こ
と
は
「
又
詔
曰
、
凡
都
城
・

宮
室
非
二

一
処
一

。
必
造
二

両
参
一

。
故
先
欲
レ

都
二

難
波
一

。
是
以
百
寮
者
各
往
之
請
二

家

地
一

。」（『
同
』
天
武
天
皇
十
二
年
（
六
八
三
）
十
二
月
庚
午
条
）、
聖
武
天
皇
の
遷

都
は
「
左
大
臣
宣
レ

勅
云
、
今
以
二

難
波
宮
一

定
為
二

皇
都
一

。」（『
続
日
本
紀
』
天
平
十

六
年
（
七
四
四
）
二
月
庚
申
条
）
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
そ
の
後
、「
難
波
大
宮
既

停
。」 （『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
三
月
九
日
太
政
官
符
）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２０
）　
大
津
、
前
掲
註
（
４
）
論
文
、
七
九
―
八
六
頁
。
井
手
至
「
万
葉
集
に
み
る
都
と

夷
」
門
脇
禎
二
・
狩
野
久
編
『〈
都
〉
の
成
立 

飛
鳥
か
ら
平
安
京
へ
』
平
凡
社
、
二

〇
〇
二
年
、
八
四
頁 

（
２１
）　
関
晃
「
畿
内
制
の
成
立
」『
山
梨
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告
』
五
、
一
九
五
四
年

（
２２
）　
大
津
、
前
掲
註
（
４
）
論
文

（
２３
）　
吉
川
聡
「
畿
内
と
古
代
国
家
」『
史
林
』
七
九
（
五
）、
一
九
九
六
年
、
六
九
―
七

〇
頁

（
２４
）　
鬼
頭
清
明
「
平
城
京
の
歴
史
的
性
格
」『
日
本
古
代
都
市
論
序
説
』
校
倉
書
房
、

一
九
七
七
年
、
二
三
六
頁
。
仁
藤
敦
史
「
古
代
都
城
の
思
想
」
川
尻
秋
生
編
『
古
代

の
都
城
と
交
通
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
九
年
、
一
八
頁

（
２５
）　
賑
恤
に
つ
い
て
、
対
象
地
域
は
、
京
が
八
回
、
京
畿
が
四
回
、
天
下
諸
国
が
三
回
、
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京
・
大
倭
が
一
回
と
な
っ
て
い
る
。
雨
乞
い
は
畿
内
二
十
二
回
、
京
畿
五
回
、
天
下

諸
国
三
回
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
税
の
免
除
に
つ
い
て
は
諸
国
が
十
六
回
、

京
畿
が
八
回
、
京
畿
・
大
宰
府
が
二
回
、
天
下
諸
国
が
二
回
、
大
和
・
河
内
・
山
背

が
一
回
、
京
・
大
宰
府
が
一
回
、
京
が
一
回
、
畿
内
が
一
回
と
な
っ
て
い
る
。
寺
の

法
要
等
（
天
皇
の
不
予
や
天
変
地
異
の
際
に
行
わ
れ
る
読
経
や
法
会
） 

に
つ
い
て
は

諸
国
が
十
三
回
、
京
が
十
一
回
、
京
畿
が
二
回
、
左
右
京
・
大
和
が
一
回
と
な
っ
て

い
る
。

（
２６
）　
乱
に
関
し
て
は
延
暦
元
年
閏
正
月
甲
子
条
の
氷
上
川
継
の
乱
、
崩
御
に
関
し
て
は

天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
二
月
丙
辰
条
の
聖
武
太
上
天
皇
、
宝
亀
元
年
（
七
七

〇
）
八
月
癸
巳
条
の
称
徳
天
皇
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
十
二
月
丁
未
条
の
光
仁
太

上
天
皇
の
崩
御
の
際
に
固
関
が
行
わ
れ
て
い
る
。（
以
上
、
す
べ
て
出
典
は
『
続
日

本
紀
』）

（
２７
）　
古
橋
信
孝
『
平
安
京
の
都
市
生
活
と
郊
外
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
年
、一
〇
―

一
二
頁

（
２８
）　
中
西
進
「
夷
」『
万
葉
史
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
六
八
年
、
七
七
八
頁

（
２９
）　
飯
泉
健
司
「
鄙
の
力
　
地
方
の
空
間
認
識
と
中
央
と
」『
文
学
・
語
学
』
二
一
二
、

二
〇
一
五
年
、
六
五
頁

（
３０
）　
吉
川
、
前
掲
註
（
３
）
論
文
、
一
八
頁
。
仁
藤
、
前
掲
註
（
２４
）
論
文
、
三
四
頁

（
３１
）　
大
久
保
広
行
「
鄙
に
在
る
こ
と

―
旅
人
に
お
け
る
時
空
意
識
」『
国
語
と
国
文

学
』
七
二
（
二
）、
一
九
九
五
年

（
３２
）　
広
岡
義
隆
「
鄙
に
目
を
向
け
た
家
持
」『
人
文
論
叢
　
三
重
大
学
人
文
学
部
文
化

学
科
紀
要
』
一
九
八
四
年
。
同
様
の
指
摘
は
大
浜
真
幸
「
旅
人
の
望
郷
歌
」（
神
野

志
隆
光
・
坂
本
信
幸
編
『
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
四
巻
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇

年
）
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
大
浜
氏
は
巻
三
・
三
三
一
〜
三
三
五
番
歌
に

関
し
て
は
、
宴
席
で
の
親
和
を
醸
成
す
る
に
相
応
し
い
表
現
を
自
覚
的
に
選
び
と
っ

た
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
「
場
」
に
よ
る
演
出
な
ど
も
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
と
思

う
が
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
３３
）　
千
田
稔
「
日
本
に
お
け
る
「
ヰ
ナ
カ
（
田
舎
）」
の
成
立
」『
歴
史
地
理
学
』
四
一

（
一
）、
一
九
九
九
年

（
３４
）　
西
尾
和
美
「「
京
―
ゐ
な
か
」
世
界
の
成
立
・
展
開
と
中
世
社
会
」『
松
山
東
雲
女

子
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
二
、
一
九
九
四
年
、
九
六
―
九
七
頁

（
３５
）　
仁
藤
敦
史
「
古
代
都
城
の
首
都
性
」『
年
報
都
市
史
研
究
』
七
、
一
九
九
九
年
、

一
一
―
一
二
頁

（
３６
）　「
古
代
王
権
と
文
芸
」『
和
歌
と
貴
族
の
世
界
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
一
七
四

頁

（
３７
）　
上
野
誠
「
フ
ル
サ
ト
飛
鳥
と
そ
の
景
」『
古
代
日
本
の
文
芸
空
間
』
雄
山
閣
、
一

九
九
七
年
、
三
三
―
三
八
頁

（
３８
）　
千
田
、
前
掲
註
（
３3
）
論
文
、
三
八
―
三
九
頁
。
上
野
、
前
掲
註
（
３７
）
論
文
、

九
三
頁

（
３９
）　
仁
藤
、
前
掲
註
（
２４
）
論
文
、
三
三
頁
。
註
（
３５
）
論
文
、
一
二
頁

（
４０
）　
上
野
、
前
掲
註
（
３７
）
論
文
、
二
五
―
四
四
頁

（
４１
）　
仁
藤
、
前
掲
註
（
３５
）
論
文
、
一
二
頁

文
中
の
引
用
に
お
い
て
は
、
以
下
の
文
献
に
拠
っ
た
。

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』『
続
日
本
紀
』（
岩
波
書
店
）

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』（
小
学
館
）

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』『
類
聚
国
史
』『
日
本

紀
略
』（
吉
川
弘
文
館
）

『
群
書
類
従
』
第
八
輯
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
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『万葉集』にみる「みやこ」と「ひな」への意識

表 1　「みやこ」と「やまと」
飛鳥

巻/番号 歌 作者 制作年

1/7 秋の野のみ草刈り葺き宿れりし宇治のみやこの仮廬し思ほゆ 額田王 大化四年(648)？

19/4260 大君は神にしいませば赤駒の腹這ふ田居をみやこと成しつ 大伴旅人 天武元年(672)？

19/4261 大君は神にしいませば水鳥のすだく水沼をみやこと成しつ 不明 天武元年(672)？

大津宮

巻/番号 歌 作者 制作年

1/32 古の人に我あれや楽浪の古きみやこを見れば悲しき 高市古人 不明

1/33 楽浪の国つ御神のうらさびて荒れたるみやこ見れば悲しも 高市古人 不明

藤原京

巻/番号 歌 作者 制作年

1/35
これやこのやまとにしては我が恋ふる紀路にありといふ名に負ふ
背の山

阿閇皇女 持統四年(690)？

1/51 采女の袖吹きかへす明日香風みやこを遠みいたづらに吹く 志貴皇子 持統八年(694)以降

1/64 葦辺行く鴨の羽がひに霜降りて寒き夕はやまとし思ほゆ 志貴皇子 慶雲三年(706)

1/70 やまとには鳴きてか来らむ呼子鳥象の中山呼びそ越ゆなる 高市黒人 大宝元年(701)

1/71 やまと恋ひ眠の寝らえぬに心なくこの州崎廻に鶴鳴くべしや 忍部乙麻呂
文武三年(699)もしくは
慶雲三年(706)

1/73 我妹子を早み浜風やまとなる我松椿吹かざるなゆめ 長皇子
文武三年(699)もしくは
慶雲三年(706)

2/105 わが背子をやまとへ遣るとさ夜ふけて暁露に我が立ち濡れし 大伯皇女 朱鳥元年(686)

3/255 天離るひなの長道ゆ恋ひ来れば明石の門よりやまと島見ゆ 柿本人麻呂 不明

3/280 いざ子どもやまとへ早く白菅の真野の榛原手折りて行かむ 高市黒人 不明

平城京

巻/番号 歌 作者 制作年

3/328 あをによしならのみやこは咲く花の薫ふがごとく今盛りなり 小野老 天平元年(729)頃か

3/329 やすみしし我が大君の敷きませる国の中にはみやこし思ほゆ 大伴四綱 天平元年(729)頃か

3/330 藤波の花は盛りになりにけりならのみやこを思ほすや君 大伴四綱 天平元年(729)頃か

3/331
わが盛りまたをちめやもほとほとにならのみやこを見ずかなりな
む

大伴旅人 天平元年(729)頃か

3/366
（前略）草枕旅にしあればひとりして見るしるしなみわたつみの手
に巻かしたる玉だすきかけて偲ひつやまと島根を

笠金村 不明

3/367 越の海の手結が浦を旅にして見ればともしみやまと偲ひつ 笠金村 不明

3/389 島伝ひ敏馬の崎を漕ぎ来ればやまと恋しく鶴さはに鳴く 若宮年魚 不明

3/439 帰るべく時はなりけりみやこにて誰が手本をか我が枕かむ 大伴旅人 神亀五年(728)

3/440 みやこなる荒れたる家にひとり寝ば旅にまさりて苦しかるべし 大伴旅人 神亀五年(728)

4/570 やまとへに君が立つ日の近づけば野に立つ鹿もとよめてそ鳴く 麻田陽春 天平二年(730)

5/806 竜の馬も今も得てしかあをによしならのみやこに行きて来むため 大伴旅人
神亀五年(728)～
天平二年(730)

5/808 竜の馬を我は求めむあをによしならのみやこに来む人のたに 奈良某人
神亀五年(728)～
天平二年(730)
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5/843 梅の花折りかざしつつ諸人の遊ぶを見ればみやこしぞ思ふ 土師御道 天平二年(730)

5/848 雲に飛ぶ薬食むよはみやこ見ばいやしき我が身またをちぬべし 大伴旅人？ 天平二年(730)？

5/867 君が行き日長くなりぬなら路なる山斎の木立も神さびにけり 吉田宜 天平二年(730)

5/876 天飛ぶや鳥にもがもやみやこまで送りまをして飛び帰るもの 山上憶良 天平二年(730)

5/880 天離るひなに五年住まひつつみやこのてぶり忘らえにけり 山上憶良 天平二年(730)

5/882 我が主のみ霊賜ひて春さらばならのみやこに召上げたまはね 山上憶良 天平二年(730)

5/886
うちひさず宮へ上るとたらちしや母が手離れ常知らぬ国の奥かを
百重山越えて過ぎ行きいつしかもみやこを見むと（後略）

山上憶良 天平三年(731)

6/944 島隠り我が漕ぎ来ればともしかもやまとへ上るま熊野の船 山部赤人 不明

6/954 朝には海辺にあさりし夕さればやまとへ越ゆる雁しともしも 膳王 不明

6/956 やすみしし我が大君の食す国はやまともここも同じとそ思ふ 大伴旅人
神亀五年(728)～
天平二年(730)

6/966 やまと道は雲隠りたり然れども我が振る袖をなめしと思ふな 児島 天平二年(730)

6/1044 紅に深く染みにし心かもならのみやこに年の経ぬべき 不明
天平十二年(740)～
天平十六年(744)

6/1045 世の中を常なきものと今そ知るならのみやこのうつろふ見れば 不明
天平十二年(740)～
天平十六年(744)

6/1046 石つなのまたをち返りあをによしならのみやこをまたも見むかも 不明
天平十二年(740)～
天平十六年(744)

8/1592 然とあらぬ五百代小田を刈り乱り田廬に居ればみやこし思ほゆ 大伴坂上郎女 天平十一年(739)

8/1604 秋されば春日の山の黄葉見るならのみやこの荒るらく惜しも 大原今城
天平十二年(740)～
天平十六年(744)

8/1639 沫雪のほどろほどろに降り敷けばならのみやこし思ほゆるかも 大伴旅人
神亀五年(728)～
天平二年(730)

15/3602 あをによしならのみやこにたなびける天の白雲見れど飽かぬかも 新羅使節 天平八年(736)

15/3612
あをによしならのみやこに行く人もがも草枕旅行く人の泊り告げ
むに

新羅使節 天平八年(736)

15/3613 海原を八十島隠り来ぬれどもならのみやこは忘れかねつも 新羅使節 天平八年(736)

15/3617 石走る滝もとどろに鳴く蝉の声をし聞けばみやこし思ほゆ 新羅使節 天平八年(736)

15/3618 山川の清き川瀬に遊べどもならのみやこは忘れかねつも 新羅使節 天平八年(736)

15/3640 みやこ辺に行かむ船もが刈り薦の乱れて思ふこと告げやらむ 新羅使節 天平八年(736)

15/3648 海原の沖辺に灯しいざる火は明かして灯せやまと島見む 新羅使節 天平八年(736)

15/3675 沖つ波高く立つ日に遭へりきとみやこの人は聞きてけむかも 新羅使節 天平八年(736)

15/3676 天飛ぶや雁を使ひに得てしかもならのみやこに言告げやらむ 新羅使節 天平八年(736)

15/3687 あしひきの山飛び越ゆる雁がねはみやこに行かば妹に逢ひて来ね 新羅使節 天平八年(736)

15/3688
(前略)遠の国いまだも着かずやまとをも遠く離りて岩が根の荒き
島根に宿りする君

新羅使節 天平八年(736)

15/3699 秋されば置く露霜にあへずしてみやこの山は色づきぬらむ 新羅使節 天平八年(736)

15/3728 あをによしならの大路は行き良けどこの山道は行き悪しかりけり 中臣宅守 天平十二年(740)以前

15/3776 今日もかもみやこなりせば見まく欲り西の御廐の外に立てらまし 中臣宅守 天平十二年(740)以前

17/3919
あをによしならのみやこは古りぬれどもとほととぎす鳴かずあら
なくに

大伴家持 天平十六年(744)
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17/3973
(前略)あをによしなら路来通ふ玉梓の使ひ絶えめや隠り恋ひ息づ
き渡り(後略)

大伴池主 天平十九年(747)

17/3999 みやこ辺に立つ日近づく飽くまでに相見て行かな恋ふる日多けむ 大伴家持 天平十九年(747)

17/4008 あをによしならを来離れ天離るひなにはあれど(後略) 大伴池主 天平十九年(747)

18/4048 垂姫の浦を漕ぐ船梶間にもならの我家を忘れて思へや 大伴家持 天平二十年(748)

18/4083 常の恋いまだ止まぬにみやこより馬に恋来ば荷なひ堪へむかも 大伴家持 天平二十一年(749)

18/4116 (前略)岩根踏み山越え野行きみやこ辺に参ゐし我が背を(後略) 大伴家持 天平感宝元年(749)

18/4117 去年の秋相見しままに今日見れば面やめづらしみやこ方人 大伴家持 天平感宝元年(749)

19/4154
(前略)大君の敷きます国はみやこをもここも同じと心には思ふも
のから(後略)

大伴家持 天平勝宝二年(750)

19/4223 あをによしなら人見むと我が背子が標めけむ黄葉地に落ちめやも 大伴家持 天平勝宝二年(750)

20/4433 朝な朝な上がるひばりになりてしかみやこに行きてはや帰り来む 安倍沙美麻呂 天平勝宝七歳(755)

20/4434 ひばり上がる春へとさやになりぬればみやこも見えず霞たなびく 大伴家持 天平勝宝七歳(755)

20/4435 含めりし花の初めに来し我や散りなむ後にみやこへ行かむ 大伴家持 天平勝宝七歳(755)

20/4461 堀江より水脈泝る梶の音の間なくそならは恋しかりける 大伴家持？ 天平勝宝八歳(756)

20/4463 舟競ふ堀江の川の水際に来居つつ鳴くはみやこ鳥かも 大伴家持？ 天平勝宝八歳(756)

20/4472 大君の命恐み於保の浦をそがひに見つつみやこへ上る 安宿奈杼麻呂 天平勝宝八歳(756)

20/4473
うちひさすみやこの人に告げまくは見し日のごとくありと告げこ
そ

山背王 天平勝宝八歳(756)

恭仁京

巻/番号 歌 作者 制作年

4/767 みやこ路を遠みか妹がこのころは祈ひて寝れど夢に見え来ぬ 大伴家持
天平十二年(740)～
天平十六年(744)

6/1037 今造る久迩のみやこは山川のさやけし見ればうべ知らすらし 大伴家持 天平十五年(743)

6/1059
美香原久迩のみやこは山高く川の瀬清み住み良しと人は言へども
(後略)

不明 天平十六年(744)以降

6/1060 美香原久迩のみやこは荒れにけり大宮人のうつろひぬれば 不明 天平十六年(744)以降

3/328 あをによしならのみやこは咲く花の薫ふがごとく今盛りなり 小野老 天平元年(729)頃か

難波宮

巻/番号 歌 作者 制作年

3/312 昔こそ難波ゐなかと言われけめ今みやこ引きみやこびにけり 藤原宇合
神亀三年(726)～
天平四年(732)頃か

6/928
(前略)沖つ島味経の島にもののふの八十伴の男は廬してみやこな
したり旅にはあれども

笠金村 神亀二年(725)

6/929 荒野らに里はあれども大君の敷きます時はみやことなりぬ 笠金村 神亀二年(725)

不明

巻/番号 歌 作者 制作年

7/1175 足柄の箱根飛び越え行く鶴のともしき見ればやまとし思ほゆ 不明 不明

7/1215 玉津島よく見ていませあをによしならなる人の待ち問はばいかに 不明 不明

7/1217 玉津島見てし良けくも我はなしみやこに行きて恋ひまく思へば 不明 不明

10/2151 山遠きみやこにしあればさ雄鹿の妻呼ぶ声はともしくもあるか 不明 不明
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10/2287 我がやどの萩咲きにけり散らぬ間にはや来て見べしならの里人 不明 不明

12/3128 我妹子を夢に見え来とやまと道の渡り瀬ごとに手向けそ我がする 不明 不明

12/3136 旅にありて恋ふれば苦しいつしかもみやこに行きて君が目を見む 不明 不明

12/3183 みやこ辺に君は去にしを誰が解けかわが紐の緒の結ふ手たゆきも 不明 不明

13/3236
そらみつやまとの国あをによし奈良山越えて山背の菅木の原(後
略)

不明 不明

13/3252 ひさかたのみやこを置きて草枕旅ゆく君を何時とか待たむ 不明 不明

13/3333 大君の命恐みあきづ島やまとを過ぎて大伴の御津の浜辺ゆ(後略) 不明 不明

14/3363 わが背子をやまとへ遣りてまつしだす足柄山の杉の木の間か 東歌 不明

14/3457 うちひさす宮の我が背はやまと女の膝まくごとに我を忘らすな 東歌 不明

19/4258 明日香川川門を清み後れ居て恋ふればみやこいや遠そきぬ 不明 不明

※新日本古典文学大系『万葉集』より作成

表 2　「ひな」

巻/番号 歌 作者 制作年

1/29
(前略)あまざかるひなにはあれどいはばしる近江の国の楽浪の大津
の宮に天の下知らしめしけむ天皇の(後略)

柿本人麻呂 不明

2/227 天ざかるひなの荒野に君を置きて思ひつつあれば生けるともなし 柿本人麻呂妻 不明

3/255 天離るひなの長道ゆ恋ひ来れば明石の門より大和島見ゆ 柿本人麻呂 不明

4/509
(前略)青旗の葛城山にたなびける白雲隠る天さがるひなの国辺に直
向かふ(後略)

丹比笠麻呂 不明

5/880 天離るひなに五年住まひつつみやこのてぶり忘らえにけり 山上憶良 天平二年(730)

6/1019
(前略)大君の命恐み天離るひな辺に罷る古衣真土山より帰り来ぬか
も

石上乙麻呂 天平十一年(739)

9/1785
(前略)大君の命恐み天離るひな治めにと朝鳥の朝立ちしつつ群鳥の
群立ち去なば留まり居て我は恋ひむな見ず久ならば

笠金村歌集 神亀五年(728)

13/3291
(前略)大君の任けのまにまにひな離る国治めにと群鳥の朝立ち去な
ば後れたる我か恋ひむな(後略)

不明 不明

15/3608 天離るひなの長道ゆ恋ひ来れば明石の門より家のあたり見ゆ 新羅使節 天平八年(736)

15/3698 天離るひなにも月は照れれども妹そ遠くに別れ来にける 新羅使節 天平八年(736)

15/3748 他国は住み悪しとそ言ふ速けくはや帰りませ恋ひ死なむとに 狭野弟上娘子 天平十二年(740)以前

15/3749 他国に君をいませて何時までか我が恋ひ居らむ時の知らなく 狭野弟上娘子 天平十二年(740)以前

17/3948 天離るひなに月経ぬ然れども結ひてし紐を解きも開けなくに 大伴家持 天平十八年(746)

17/3949 天離るひなにある我をうたがたも紐解き放けて思ほすらめや 大伴池主 天平十八年(746)

17/3957 天離るひな治めにと大君の任けのまにまに出でて来し(後略) 大伴家持 天平十八年(746)

17/3962
大君の任けのまにまにますらをの心振り起しあしひきの山坂越えて
天離るひなに下り来(後略)

大伴家持 天平十九年(747)

17/3973
大君の命恐みあしひきの山野障らず天離るひなも治むるますらをや
なにか物思ふ(後略)

大伴家持 天平二十年(748)

17/3978
(前略)大君の命恐みあしひきの山越え野行き天離るひな治めにと別
れ来しその日の極み(後略)

大伴家持 天平二十年(748)

17/4000
天離るひなに名かかす越の中国内ことごと山はしもしじにあれども
(後略)

大伴家持 天平二十年(748)
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17/4008
あをによし奈良を来離れ天離るひなにはあれど我が背子を見つつし
居れば(後略)

大伴池主 天平二十年(748)

17/4011
大君の遠の朝廷そみ雪降る越と名に負へる天離るひなにしあれば
(後略)

大伴家持 天平二十年(748)

17/4019 天離るひなをも著くここだくも繁き恋かも和ぐる日もなく 大伴家持 天平二十年(748)

18/4082 天離るひなの奴に天人しかく恋すらば生ける験あり 大伴家持 天平二十一年(749)

18/4121 朝参の君が姿を見ず久にひなにし住めば我恋ひにけり 大伴家持 天平感宝元年(749)

19/4169
(前略)天離るひなにし居ればあしひきの山のたをりに立つ雲を(後
略)

大伴家持 天平勝宝二年(750)

19/4170 白玉の見が欲し君を見ず久にひなにし居れば生けるともなし 大伴家持 天平勝宝二年(750)

19/4189 天離るひなにしあればそここも同じ心そ家離り年の経ゆけば(後略) 大伴家持 天平勝宝二年(750)

19/4214
(前略)大君にまつろふものと定まれる官にしあれば大君の命恐みひ
な離る国を治むと(後略)

大伴家持 天平勝宝二年(750)

※新日本古典文学大系『万葉集』より作成






